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   午前10時10分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の欠席の届出議員は、13番照井文雄君で

あります。 

 これより本日の議事日程に入ります。 

────────────────── 

   日程第１ 一般質問   

○議長（浅沼幸雄君）  日程第１、一般質問を

行います。順次質問を許します。12番菊池巳喜

男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  おはようございます。

議席番号12番菊池巳喜男でございます。通告に

従い、市長に対しまして、大項目２点について、

一問一答方式により質問を進めてまいります。 

 それでは、最初の大項目であります、遠野ふ

るさと公社の活性化についてであります。昨日

は小松正真議員の質問があり重複する点もある

かと思いますが、より多くの答弁、そして、よ

り理解をするため進ませていただきたいと思い
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ます。 

 さて、去る６月４日開催の議員全員協議会に

報告事項として、遠野ふるさと公社経営改革の

進捗について報告がなされました。内容的には、

経営改革３カ年計画の実績、現状評価、経営改

革の方針、経営改革推進チームの構築、経営改

革推進工程表でありました。 

 その計画では、平成26年度に4,000万円の赤

字を計上したことからの経営改革計画を策定し、

計画３年目の平成30年度で黒字化を目指すもの

でございました。 

 そもそも平成26年度に赤字決算に至った要因

については、東日本大震災以降、観光利用が落

ち込み、売店などの売り上げが減少したことが

原因として上げられておりました。また、消費

税の引き上げや燃料費、電気料金の値上がりな

どで、施設の維持管理費が増加したことも影響

している旨の説明でございました。 

 平成28年度からのふるさと公社経営改革３カ

年計画では、風の丘駐車場の拡張整備や集客力

のアップと売り上げの増加を目指すほか、水光

園にチップボイラーを導入して燃料費の削減に

取り組むなど、各施設での目標を定めたと思っ

ております。 

 当時、理事長である市長は、公社の果たす役

割は重要であり、きちんとした経営基盤を持た

なければ主体性が発揮できないと発言されたと

記憶しております。 

 経営改革３カ年計画は理事会で承認され、遠

野ふるさと公社では、前倒しでも黒字化を進め

ていきたい旨でありました。これに対し、計画

１年目の平成28年度は800万円の黒字化を達成

をいたしました。しかし、２年目の平成29年度

は減収・減益で、逆に800万円の赤字を計上い

たしました。このことについては、昨年の６月

議会では、同僚議員の佐々木大三郎議員から赤

字の原因についての質問がなされ、市長は売り

上げの減少が赤字の要因だとし、公益性と収益

性のバランスをどのようにとるかが重要であり、

遠野の魅力を高めていく中で、ふるさと公社の

位置づけを見据えながら、経営改革に一層取り

組んでいくと答弁されておりました。そして、

３カ年計画の最終年度である平成30年度の決算

状況が今回報告がなされました。結果的には1,

100万円の赤字となった旨でありました。この

平成28年度から平成30年度までの３カ年計画の

実績は、収支を改善することができなかった報

告がございました。結局のところ３カ年の実績

はどのようになったのでしょうか。最初に市長

に伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  菊池巳喜男議員の一般

質問にお答えいたします。 

 大項目で２つということで、１問目は、遠野

ふるさと公社の経営改革あるいは経営状況につ

いての御質問でありました。ただいま質問の中

でも触れていましたとおり、昨日もこの問題に

つきましてはいろいろ議論を交わしたところで

あります。答弁も若干重複するところがあるか

もしれませんけども、御了承いただければとい

うように思っております。 

 ただいま質問の中におきまして、さまざま28

年、29年、30年と３カ年に経営をしっかりと改

革をしたいという中で経営改革３カ年計画とい

うものを定めたという、そのような経過も今述

べられておりました。全くそのとおりでありま

して、各数字等も今御質問の中に触れられてい

たとおりの数字として、私ども正面から受けと

めなければならないかというようにそのように

思っているわけであります。何とか目標数値に

達成したいという中で懸命に頑張ったわけであ

りますけども、いろいろ御質問の中にありまし

たとおり、内的な要因もあれば外的な要因もあ

る。人のせいにするわけにはいかない。内的要

因となれば、公社の経営そのものの本当にその

マンパワーも含め、さまざまなよくいう職員の

モチベーションといったものを含めどうなんだ

ろうと。売り上げが伸びているというんだけど

も、その魅力のあるような商品開発がうまくで

きただろうかといったようなこと、さまざまな

要因があるわけです。もちろん外的な要因とい
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うことになれば、遠野を取り巻く大きなこの社

会インフラ整備と申しますか、高速ネットワー

クといったものが、文字どおり急速にこのネッ

トワークが構築されたという中で人の流れ、車

の流れが変わってきた。もう一方においては、

インバウンドという一つの流れもまた押し寄せ

てきたというようなそのような一つの要因があ

るわけであります。これをいかにしっかりと組

み合わせをしながら、この経営改革の３カ年の

中でそれをうまくキャッチングしながら経営を

していかなければならなかったという部分が、

今の御質問のありましたとおり、目標数値のこ

の5,000万円の増収を目指しておったわけでご

ざいますけども、実績は3,400万円ほどの減収

になってしまったという、この一つの厳しい数

字に我々も直面をしたということになるわけで

あります。そのとおりであります。 

 その部分につきまして、この要因ということ

であれば、今外的要因、内的要因という話を申

し上げたとこでありますけども、観光客のこの

回復傾向といったものになかなか持っていけな

かったという部分が、それから各施設の利用料

及び風の丘の利用客も伸び悩んだと。この数字

は、３カ年計画のとこで持った数字に比較した

場合においては、このようなものが確保できな

かったという部分も一つの要因としてあるんで

はないのかなと思っております。 

 それから、公社のほうの一つの内的な要因と

いうことに考えてみた場合においては、人件費

等の費用の削減にもいろいろ取り組みました。

新商品の開発や風の丘20周年の感謝祭のイベン

ト等にもさまざま取り組みました。要するに収

支改善に何とか持っていこうということで懸命

に頑張ったわけでありますけども、これは正直

なところ認めなきゃならない部分として、私も

理事長の立場として持っているわけであります

けども、やっぱりなかなかマンパワーの部分に

おいても、ちょっと迫力不足であったのかなと

いう部分もないわけではないという部分は、そ

のような要因としてあるんではないだろうか。

みんな懸命に頑張っているわけでありますけど

も、やはりそれがしっかりとしたこのパワーに

持ち込めなかったという部分も、この一つの公

社の経営内容の部分としては、それをしっかり

と受けとめながら、これを次の経営改革の中に

生かしていかなければならないかというように

考えているとこでございますから、この３カ年

は、今議会では検証ということが一つのキー

ワードになっておりますけども、しっかりと検

証しながら、そこに何があるのか、何をどのよ

うに越えていかなきゃならないのか、何にメス

を入れていかなきゃならないのか。そのような

部分がこれからの大きな正念場ということにな

るんではないのかなと認識をいたしております。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  外的、内的、そして

いろいろなしっかりとしたパワーに持ち込めな

かったというようなことをお話がございました。 

 次に、私がお聞きしたかったのは、この実績

の意味するところをどのように捉えているのか

ということで感想をお聞きしたかったですけど

も、今感想も述べていただきましたので、ここ

は割愛をさせていただきたいと思います。 

 次に入らせていただきますが、現状の評価で

は、部門別といたしまして伝承園、ふるさと村、

そして、風の丘、水光園、そして盛岡南店の結

いの市、そして営業企画部の６項目の部門別経

常利益の推移が示されておりました。このこと

については、まずどのように評価されているの

かを伺い、次にいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま、経営改革３

カ年に基づく実績というよりも結果につきまし

て、内的要因、外的要因という部分の中でその

認識をお示ししたところであります。そういっ

た中におきまして、この経営改革３カ年計画に

つきましての一つの26年度実績、それから30年

度実績等を比較してみた場合、３カ年あくまで

もですね、今話がありましたとおり、一つ数字

を上げますけども、伝承園では600万円の増加、
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それからふるさと村では300万円の減少、水光

園では、平成26年度においては約2,160万円の

赤字でありましたけども、約1,400万円の赤字

が解消されまして、改善されまして、760万円

に縮小したというそのような結果、これは水光

園も懸命に頑張った結果ではないのかなという

ように捉えております。 

 営業企画部門では約300万円の減少、盛岡南

店では100万円に赤字が改善されたというその

ような数字として得ているところであります。

ただ、この数字は、あくまでも経常利益をもっ

てその数字を捉えているとこでございますので、

指定管理料の増加などもこの分についてはやは

り反映されたのではないのかなというように承

知をいたしているところであります。 

 ただ、この風の丘につきましては経費削減、

それから指定管理料の増、経常利益は改善いた

しましたけども、売り上げを見ると売店での減

少が顕著であったと。利用客減が一つの主な原

因として上げられるのではないのかなというよ

うに受けとめているところであります。 

 また、ふるさと村、水光園については、債務

超過の危険が顕在化する以前から赤字が続いて

いるところでございますので、今般の改革では、

食堂などの不採算部門の抜本的な改革などにも

取り組まなければならないというような一つの

課題がそこにあるんではないのかな。 

 ただ、遠野市全体の中で今申し上げました部

門別の施設が、形態が、施設が成り立っている

という部分の中におけるさまざまな、きのうか

ら申し上げておりますけども、数字とすれば収

支の数字からすれば、あるいは赤字、黒字とい

うことを捉えれば、このような改善の数字が見

えた、この数字をどう捉えるのか。要するに減

少したじゃないか、赤字があるじゃないかとい

う部分は、それは謙虚に、それこそ真摯に受け

とめなければならないという部分と、これも言

い方が間違うと言いわけになってしまうわけで

ありますけども、その部分でいろんな部分での

波及効果もその中にあるんだということも踏ま

えながら、収支ということを捉えれば、赤字改

善ということを考えれば、一番いいのは合理化

なわけであります。人件費も削減し、給料も削

減し、人も減らせばいいわけであります。こん

な言い方はちょっと乱暴な言い方になりますけ

ども、それがなかなかそこに踏み込めないとい

う部分の悩ましい課題の中で、今真摯にこうい

ったものに向き合ってんだということの実情も

十分御理解をいただければというように思って

おりまして、私はいろいろ御質問を聞きながら、

やっぱり公社の活性化という部分、これがやっ

ぱり一番今大事じゃないのか。遠野にとっては

一番大事じゃないのかなというように思ってい

るとこでございますから、縮小しちゃだめだ、

萎縮しちゃだめだというそのような方向の中で、

新たな経営改革のステージをしっかりとつくり

上げていかなければならないんじゃないのかな

というように思っているとこでございますから、

そのことを申し添えて答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  今、市長の答弁の中

に縮小、もしくは萎縮してはだめだということ

で、活性化をいかにしていくんだかというよう

な答弁がございました。私も全くそのとおりだ

と思っております。 

 このような中で、ふるさと公社改革推進チー

ムの構築で新体制といたしまして、６月１日に

遠野ふるさと公社改革推進支援会議が発足し、

辞令交付が副市長をはじめ、市の部長級職員合

わせて５人に行われた旨が、遠野テレビのニ

ュースで紹介されておりました。 

 市長は、ふるさと公社の改革をサポートして

いただきたいと訓示もあったと報道されており

ましたが、今後の運営をどのように行おうとし

ているのかをちょっと大きいテーマでございま

すが、お伺いしたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この平成が幕を閉じ、

令和という時代になり、新たな仕組み、新たな

制度、新たなステージをいろんな分野で求めて
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いるということが時代の流れということになる

わけであります。この公社改革につきましても、

繰り返しになりますけども、進化まちづくり検

証委員会等を立ち上げながら、有識者の方々の

意見を聞き、また、理事会においても真摯な議

論を行いながら、担当理事制などを設けながら、

何とかこの改革のメスをしっかりしたものにし

ようということで取り組んでまいりました。 

 しかし、ただいま申し上げましたとおり、経

営改革３カ年計画も計画数値をしっかりとクリ

アすることができなかったという部分の、これ

はあくまでもそれこそ数字としてしっかりと受

けとめなきゃならないという部分の中で、この

改革をただ公社が理事が一新したからというわ

けにはいかない。やっぱり総合力という言葉、

私よく使っているわけでありますけども、総合

力で対応しなきゃならない。 

 私も今こうして菊池巳喜男議員と向き合って

いるわけでありますけども、市長という立場で

今この本会議場に立っているわけでありますけ

ども、一方においては、大きな課題を抱えてい

る公社の最高責任者、それの理事長という職務

も持っておるということになるわけでございま

すから、これをどのように使い分けをしなきゃ

ならないかということになれば、やっぱりこれ

も市の組織のさまざまな支援をいただかなけれ

ば、公社そのものも成り立たないということに

なるわけでございまして、この総合力という言

葉は、やはりそれは公社の問題でしょうという

わけにはいかない。遠野市の大きな問題でもあ

るんだということを考えればという中で、改革

をもう実行に移さなければならない。計画を実

施しなければならない。もう待ったなしだとい

うようなそのような一つの認識の中で取り組ま

なければならないという中で、ただいま御質問

にありましたとおり、６月１日付で実行班とい

う一つの班を、これは市の職員と公社の職員の

混成チームの実行班であります。いろいろ改革、

あるいは、ただいま議論になっております３カ

年計画のいろんな検証結果、それを踏まえなが

らであればどうすればいいかという中における

改革のアクセルを踏むという部分の中における

実行班。そのためにはどういう作業をしていか

なきゃならないのか。一つ一つそれを進行管理

していかなきゃならない。しかし、その実行班

だけが作業を進めても、市の産業部なり、環境

整備部なり、いろんな各部署がそれをしっかり

サポートしていかなければならない。観光推進

協議会をはじめとするいろんな民間団体の方々

もそれを取り囲むようにしっかりと応援をして

もらわなければならないというような部分の中

で、そのような体制をつくるという分におきま

して、副市長をトップといたしまして、関係部

長等をメンバーにいたしまして、しっかりスク

ラム組んでほしいというそのような体制をとり、

６月１日に辞令を交付し、しっかり対応してほ

しいというような中で関係職員等にそのような

一つの取り組む方向性、あるいは取り組む一つ

の目指すべき方向性といったもんをみんなで確

認し合ったということになるわけでございまし

て、今その部分を去る６月４日の全員協議会の

場におきまして、そのような体制をとったんだ

ということを御説明を申し上げたということに

なるわけでございまして、今御質問にありまし

たとおりのそのような体制を今踏み出したとい

うそのような状況になるわけでございます。し

かし、きょうは６月もきょう18日ということに

なるわけでありますから、もう半月以上経過し

ているわけでございますから、この作業をス

ピード感を持たなければならない。そのように

思っているとこであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  ６月１日に発足いた

しまして、もう今月も半ば過ぎました。本当に

改革を実行に移して急ピッチでやっていただき

たいなと思っております。 

 それでは、私なりに、部門別の中で特にも附

馬牛にございます遠野ふるさと村の経営方針に

ついて伺ってまいります。 

 遠野ふるさと村は、遠野郷に残された古い南

部曲り家を移設して、江戸時代からの遠野の昔
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ながらの山里を再現した施設であります。野外

博物館という表現で言ってもよろしいのではな

いかなと思っております。 

 ふるさと村の中には、まぶりっとといたしま

して地元の方々もたくさん活躍されている場に

もなっております。ふるさと村の中は広範囲に

わたっておりまして、観光施設として営まれて

おりますが、文化財的な施設とも私からは言え

るものではないのかなというところでございま

す。しかし、この施設の管理運営となれば非常

に難しいところもあるのではないのかなと思い

ます。経営的にも厳しいところもございます。 

 このようなことから私の私的な意見をちょっ

と話させていただければ、文化財施設管理の一

方では綾織の千葉家というところもございます

が、あのような住宅のみの運営ではいかがなも

のかと感じるところでもございますが、先ほど

人員の削減等々の答弁もございましたけども、

この点、ふるさと村に関しましてどのように捉

えているか、市長の見解を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  遠野の産業振興あるい

は観光振興、経済の活性化、あるいは雇用の確

保、さまざまな分野で当ふるさと公社が果たし

ている役割というものは物すごく裾野が広いと

いう部分はしっかりと認識をしなければならな

い。 

 この公社経営改革にありましては、常に議論

されていますとおり、収益性という部分の収支

という部分をどう捉えるのか、あるいは公益性

というものをどのように捉えながら、市との連

携、行政との連携をどのように図っていくのか

という部分のすみ分けをしっかり整理をしなけ

ればならないというのが、今般の経営改革の大

きな一つの柱になるんじゃないのかなというよ

うに思っております。 

 そういった意味におきまして、いうところの

ふるさと村の今いろいろお話が出ました。本当

にいろんな形で遠野の大きな、日本のふるさと

遠野を標榜するその象徴的なものが遠野ふるさ

と村に見出すことができるんじゃないだろうか

ということを思っております。来る方々もまさ

に教育旅行という中で修学旅行の生徒さん方も、

まさに文化というもの、あるいは遠野の自然、

歴史、文化、風土といったものをあの中で体験

できるという中で訪れているわけでありますか

ら、そこに収益性という部分を持ち込むという

ことについては、かなり厳しいものがあるんじ

ゃないのかなということは、私もいろんな分析

の資料、さまざまな動向を見ると、そのことを

よく感じているとこであります。 

 ちなみにこの指定管理料のみでふるさと村を

例えば運営をするといったような形でこの決算

を参考にしながらはじき出しますと、年間約3,

000万の費用が発生するということになります。

現状では、今の市のいろんなさまざまな分野、

いろんな課題があるわけでございますから、そ

のようなものにしっかりと対応するためには、

単純に3,000万を指定管理料の中で丸抱えをす

るという部分の中においては、やはりなかなか

厳しいものがあるんじゃないだろうかというこ

ともあるわけでございますから、その辺の収益

性という部分とどう捉えながら、日本のふるさ

と遠野を標榜する一つのまちづくり、魅力づく

りということになれば、ふるさと村をどのよう

にするのか。 

 一例でありますけども、先般、宮古港に大型

クルーズ船が入りました。2,500人以上の方々

が立ち寄った中で、立丸の第１・第２トンネル

を通りまして80名ほどの方々が遠野を訪れた。

訪れたとはどこだった、遠野ふるさと村である。

ほとんどが外国人であったという部分を考えれ

ば、やはりこれからインバウンドという一つの

流れ、オリンピック・パラリンピックといった

ような一つの大きな流れ、さらには2022年であ

りますけども全国植樹祭ともあるんだというこ

とを考え、さまざまな一つの大きな流れを考え

れば、このふるさと村といったものをどのよう

に魅力づくりをするかという部分も、遠野の観

光振興、交流人口の拡大といったものに大きな

一つの拠点施設になるんじゃないのかなと思っ
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ておりますから、それを総合的に考えて、適正

な指定管理料のあり方等について、その時期も

含めまして客観的に判断する。それが先ほど言

いました実行班あるいは支援会議、そして一新

いたしましたふるさと公社の理事会等の中でそ

の部分をしっかりと見出して、このふるさと村

の経営のあり方といったものにつきまして、あ

る程度の、ある程度というよりも、しっかりし

た答えを導き出したい。それが余り時間がない

ということにもなるんではないのかなと思って

おりますから、今年度中にしっかりとした方向

を見出したいというように考えているとこであ

ります。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  今答弁の中では総合

的に判断いたしながら、理事会等々で客観的に

判断していきたいという、今年度中にという答

弁がございました。ふるさと村、非常に遠野の

代表的なものです。十二分に検討されていただ

きたいと思います。 

 次に、盛岡市のイオンモール盛岡南店内で運

営されておりますアンテナショップ結いの市に

ついて意見を述べさせていただきます。 

 この結いの市は、御存じのとおり、平成18年

度からスタートいたしましたが、開業以来13年

目に入ると思いますが、赤字経営がスタート当

初から続いているのも御承知のとおりだと思っ

ております。どこを改革したらこの結いの市は

軌道に乗っていけるのか。これこそ、これから

のふるさと公社の手腕を試される部門ではない

のかなと思うところでもございます。 

 以前にも議員の中で話題になったことがござ

いましたが、まず、結いの市という名称から改

革してはどういうものなのかということで、現

在の名前では、結いの市、誰が運営しているの

かということさえもわからないではないのかな

というふうに感じるところでございます。 

 名前の変更といえばなんですが、例えて言う

ならば、遠野風の丘盛岡店などと遠野のイメー

ジをきちんとあらわしながら、風の丘をネーミ

ングにしてはどうかなと思うところでもござい

ます。 

 また、岩手県の中心地で遠野の観光推進を推

進する拠点の役割を果たすのであれば、遠野市

観光協会などからも職員を常時派遣するなど、

魅力的な遠野を強くアピールしていく必要があ

るのではないのかなというふうに感じますが、

今後の結いの市の方向性を伺いたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  これも公社の経営改革

の一環だというように思っておりますけども、

先ほどの質問の中で、この結いの市の経営３カ

年計画の中で100万円ほどに圧縮をしたという

答弁を申し上げました。この100万円という部

分の圧縮したという部分につきましては、盛岡

という商圏は40万人という一つのマーケットが

ある。いろんな分析した結果においても、遠野

のただいまおっしゃいましたふるさと村をはじ

めとする風の丘、伝承園、水光園といったとこ

ろの分析をいたしますと、６割から７割近くが

盛岡から入ってきているという一つのデータも

分析した結果のデータとしてあるわけでありま

す。ちょっと遠野に行ってみようかという中で、

いろいろ遠野を楽しみながらという、いわゆる

日帰りで十分楽しめる圏域が、そこに40万とい

う商圏があるということになるわけでございま

すから、その分においては、結いの市の一つの

あり方といったものについて、今大変貴重な提

案をいただいたというように思っております。

そのような提案いただくと、正直なところ、私

もこの理事長という立場の中でこの経営改革に

取り組んでいるわけでありますけど、大変心強

くうれしく思うわけであります。前向きなその

ような一つの提案をいただきながら、どうだろ

うか。課題はあるんだろうけども、このような

アプローチの仕方どうだろうか。結いの市とい

ったって何だよくわかんないぞと。風の丘盛岡

店どうだろうかというような、そのような御質

問をいただいたということにつきましては、作

業している実行班の担当者も、あるいは公社の
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職員も、なるほどなと、そういうことで頑張れ

れば、まだまだやれるんだなということがその

中に持てるんじゃないのかなと思っておりまし

て、そのようなイオン盛岡南店の結いの市も10

年以上経過しました。大きく状況が変わってい

るわけであります。道路インフラをはじめ、情

報化をはじめ、インバウンドの流れをはじめ、

さまざまな大きく変わってきているとなれば、

結いの市のあり方そのものにもしっかりメスを

入れる。ただメスを入れるだけではない。今の

ような積極的な提案の中でどうアプローチした

らいいのかということを、まさに打って出ると

いうそのような一つの改革もそのようなものに

改革の成果というものを見出していかなきゃな

らないんじゃないのかなと思っておりまして、

そのような一つの大きな存在感のある風の丘と

いったものを前面に出しながら、盛岡の商圏に

くさびを打ち込むという部分については、非常

に貴重な提案ではなかったのかなというように

受けとめたとこでございますので、それを受け

とめながら改革の作業を進めてまいりたいとい

うように考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  結いの市、ここにい

ろいろな農産物を販売している農家もございま

す。結いの市は40万市の盛岡市の拠点のところ

もございますので、販売している農家のことを

考えながら継続を考えながら頑張っていただき

たいなというふうに考えております。 

 その一方で、遠野風の丘は高速道路釜石道の

サービスエリアとして、そして遠野を訪れる観

光客でにぎわっているのはうれしいことでござ

いますが、半面、私から見ますと、遠野市民の

利用はどうなっているものなのかなというふう

に感じるところで、データがあれば、遠野市民

の利用状況のデータがあれば示してほしいなと

いうところでもございます。 

 もっと市民が日常的にスーパーに買い物に行

くように、遠野市民に何らかの形で特典を設け

てもいいのではないのかなと思います。これは

常々、ある方々からも話をされているところで

もございます。この話の中では、遠野ふるさと

公社市民会員というものなんかを新設いたしま

して、ふるさと公社の売店の商品の割引をする

とか、スーパーマーケットで発行しているスキ

ップカードなどのようにポイントを設けるなど

とか、もっともっと広く市民にも気軽にスー

パーマーケットに行くようなつもりで利用がで

きるようにしてはどのようなものなのかなとい

うふうに提案いたしますが、その点は市長はど

うお考えでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  どうしてもこの風の丘

というような遠野にとっては圧倒的な存在感。

先般、国交省の会議の際に、この釜石自動車道

の全通に伴うストック効果という中の資料が提

出されました。その国交省から出された資料を

見ながら、私も改めて思ったとこでありますけ

ども、この釜石自動車花巻から釜石までの80キ

ロ間の中における唯一のサービスエリア機能と

しての風の丘の存在感というものは物すごく大

きいものがあるんだなということを改めて感じ

てきたところであります。利用客の状況、そう

いったものが一つの道路のストック効果として

風の丘が位置づけられて資料として示されてお

りました。そのようなことを思えば、この市民

会員のようなものを立ち上げる、あるいはスキ

ップカードのようなもんをスーパーマーケット

のほうに行けるような感覚の中で風の丘といっ

たものをもっと市民がもっと利用したらいいじ

ゃないだろうかというようなそのような提案も

いただいたわけでありますけども。 

 ちなみに公社が行った、これは26年の８月で

ありますけども、アンケート調査。その結果、

このアンケート調査の結果によりますと、市内

の利用者が3.2％。ただ、これは28年度の市内

の利用者が3.2％、この平成28年度のゴールデ

ンウイーク中に行ったこのアンケートでも3.

4％という数字。大体3.4から3.5％ぐらいの数

字。この3.4％という数字を実数にいたします
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と、風の丘の入り込みの実数としてみると、年

間３万人が風の丘を訪れているというそのよう

な数値として推定できる。要するに遠野市民が

年間１回は行っているということになるわけで

あります。３万人ぐらいは年間１回行っている

というそのような数字。ただ、これをどうとる

のかとなれば、今いろいろお話が出ましたとお

り、もっともっと利用するような対応していい

んじゃないだろうかというようなそのような中

で、こういった数字の中に3.2％という数字の

中に、実数にすると年間３万人という数字の中

に、果たしてこれでいいだろうかという部分も

考え、そしてまた一方においては、この風の丘

という部分の一つの存在感をｍｍ１のめがね橋

産直であるとか、ともちゃん産直であるとか、

夢産直であるとかといったような、そしてまた

中心市街地にあります「とぴあ」を中心とする

町場といったようなもの、あるいは、遠野イン

ターから遠野バイパス、遠野住田インターとい

ったこの一つの中におけるさまざまな飲食店、

あるいはさまざまな量販店をはじめとするその

ような部分とどのような相乗効果を生んでいく

のかという部分を考えながら対応していかなき

ゃならないんじゃないのかなというように思っ

ておりまして、そのようなさまざまな位置づけ

の中で今工事が進んでおります、遠野インター

からの進入路の工事は、県が駐車場の拡張から、

それから道路の整備から、県がしっかりとこれ

は行うからということになっていただいており

まして、このお盆までには、そしてラグビーの

ワールドカップまでには道路が暫定かというよ

うに思っておりますけど、ある程度環境整備が

整うということになるんではないのかなという

ように思っておりますから、それらを踏まえな

がら、いよいよこの風の丘の全体的なリニュー

アルといったものにも踏み込まなきゃならない。

その踏み込む場合においては、ただ売り場をふ

やせばいいとか、食堂をふやせばいいというこ

とやない。駐車場をふやせばいいんじゃない。

いかに利用客、魅力のあるものにするかという

ソフトをしっかり組み込まなければならないと

いうことになるわけでございますから、今の御

提案、これまた先ほどの答弁と同じことになり

ますけども、しっかりと受けとめて改革といっ

たものにひとつ生かしていきたいというように

思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  今前向きな答弁がご

ざいました。市内の利用者が26年度ですか調査

したところ、3.2％から、ゴールデンウイーク

でも3.5％、年にしたら１回。我々がほかの

スーパーマーケットに行くのは年１回ではなく

て、月にしたら二、三回は行っているんじゃな

いのかなというふうに思うわけでございますの

で、年１回じゃなくて月に１回ぐらい市民も利

用できるような、気軽に利用できるような施設

にしていただきたいなというふうに感じるとこ

ろでございます。お盆までには道路も新しくで

きると、前提ではありますが、できるというこ

とのようでございます。よろしくその辺は協議

を早めていただきたいなと思います。 

 このふるさと公社の問題、最後にいたします

が、風の丘創業20周年記念の中で感謝祭もござ

いました。大きなイベントもございました。経

営面では唯一黒字部門でもございます。ふるさ

と公社の柱でもございます。その中で風の丘の

シンボルであります風車に関しまして、最後に

お聞きしたいと思います。 

 これは議員間でも以前からいろいろ委員会

等々でも話題になっておりますが、風車の故障

がありまして、その役割が果たしていないとい

うことで修理代も半端なものではないと伺って

おります。ちょっとこのごろ風車の改善が何か

出されたようですが、まだ私もはっきり見てい

ませんので。市政調査会がさきにありまして、

風の丘の新しく設置する、先ほどもされた道路

を視察してまいったときに、風車について、今

も修理したいがちょっと部品がないんだよとい

うようなお話も担当者から話されておりました。

今設置されているこの風車を単純にプロペラ方

式の風車とか、あとは小学校に設置されている
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ような照明つきの風車にしてはいかがなものか

なというふうに、予算もかからないものだと思

いますが、その辺お伺いしたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この象徴的なものはと

いう話がありました。風の丘、これは全国的に

もしっかり認知度が高い一つの存在であります

から、それの象徴として風車があるということ

になるわけでございます。 

 実はこの風車につきましては、２月に不具合

が生じたということになりまして、調査した結

果、あのままにしておくわけにいかないという

中で、今般の６月補正予算に風車の修繕工事費

175万5,000円ほどでありますけども予算を計上

し、しっかりと機能するようにという中で予算

を計上いたしているところであります。ほっと

くわけには、ラグビーのワールドカップの釜石

大会も、それからいろんなオリンピック・パラ

リンピックの動きも、釜石自動車の中における

遠野への立ち寄り。何度も繰り返しますけども、

花巻から釜石間の中にありましては唯一の休憩

施設であり、そしてまたいろんな発信の拠点で

もあるということになれば、そこの環境整備を

しっかりしなきゃならないとなれば、風車もそ

のまましておくわけにいかない。 

 ただ、こういった御提案ありましたとおり、

新たな技術がどんどん進化してきておりますか

ら、そういった中におきましては、いずれはこ

れから、間もなくしっかりした議論を議員の皆

様としていかなきゃなりませんけども、全面リ

ニューアルという方向に持っていかなければな

らないという方向で、今いろいろ国交省やら、

あるいは農水省やら、県とさまざまな協議をし

ているとこでございますので、その部分の中に

この風車の位置づけといったものもしっかり踏

まえながら、あれをどう生かすかということの

中で対応していかなきゃならない一つの課題で

はないのかなというように思っているとこでご

ざいますから、風の丘のリニューアルとともに

検討に値する一つの提案ではないのかなという

ように承知をいたしているとこでございますの

で御了承いただきたいと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  これも前向きな意見

でよろしく今後進めていってもらいたいと思い

ます。 

 現在、少子高齢化の中で人口減少が続いてお

ります。地域の雇用をどう維持していくのかが

課題でもございます。その中で遠野ふるさと公

社は遠野市の雇用の場として遠野市の一翼を担

っているものも事実でございます。産業振興を

官民で強化して稼ぐ力をどのような形で強化し

ていくのかということを市民による協働のまち

づくりなど、共助の仕組みにも力を入れなけれ

ばならないと感じたところでもございます。 

 それでは、次の大項目２点目に入ります。 

 遠野の景観に係る取り組みと災害対策につい

てを、引き続き市長に質問をしてまいります。 

 第１問といたしまして、市内の各種工事に伴

う景観とのかかわりの問題点はないのかという

ことで質問を進めさせていただきます。 

 さて、さきの３月議会では同僚の菊池美也議

員によります、松崎地区のソーラー発電設置の

案件が出されておりました。そして再生可能エ

ネルギー発電施設導入に関する条例の制定を求

める意見書も決議されまして、３月議会が閉会

された後、市長に我々の議会議長からその意見

書が提出されたのも事実でございます。 

 このような意見書が提出された中で、現在、

小友地区のことではございますが、メガソー

ラー発電の建設工事が進行中であります。この

工事が進む中で自然環境や景観の破壊、そして

防災事故につながる影響が大きく、危惧されて

いる状況に陥っていることも皆さんにお伝え、

同時に情報共有をいたしたく質問を進めてまい

りますので、市民の皆様には情報が入っている

かもしれませんが、この建設現場は、かつては

100ヘクタールの農協所有の牧場地でございま

した。その当時、遠野地方農協よりその牧場の

売却が図られまして民有地となり、さらには転
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売が進み、現在では外国資本、外資系というん

ですか、の資本の所有する土地となったと聞い

ております。 

 このメガソーラー発電建設地は、かつての緑

豊かな山の地肌が削られ山が変形し、赤土がむ

き出しになっている現状でもございます。ここ

に雨が降り、その雨水が赤土を伝わってこの山

の沢の川に流れ出し、濁るのみではなくてその

赤土も一緒に流れ出し、川底に赤土が付着し、

その赤く濁った流れは小友川に、そして猿ヶ石

川まで流れが続いております。それが現在も続

いております。この被害は環境破壊など多方面

にわたってはかり知れない恐ろしいものがござ

います。市長はこの現状をお聞きになっている

ものなのかを最初にお尋ねしたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  大項目の２問目に、こ

のメガソーラープロジェクトにつきましての一

つの現状の中でいろいろお話がありました。御

質問のありましたとおり、このメガソーラープ

ロジェクト、今４件から５件ぐらい持ち込まれ

ているという中に、３月議会におきましても、

いろいろこの問題につきましては菊池美也議員

とも随分やりとりをいたしました。さらには御

質問にありましたとおり、意見書も議長のほう

から私もいただいているところであります。そ

のような一つの重さを考えて見た場合に、今の

一つの状況につきましていろいろお話がありま

した。御質問と重複する部分になろうかという

ように思っておりますけども、ちょっとやはり

市としてどう受けとめているかという部分も、

これも大きな一つの遠野にとっては、よくいう

自然、歴史、文化、風土という部分、それから

小友川の上流域にある水源域にある一つのプロ

ジェクトであるということを考えれば、これは

放置しとくわけにいかない大きな課題であるん

じゃないのかなというような認識をいたしてお

ります。 

 したがいまして、ちょっと今の状況を答弁す

る前にちょっと申し上げますけども、私も現地

に出向きました。本当に今言ったとおりの状況

でありました。正直なところ、こんなことを言

えば、それこそ本会議場でありますから軽々し

く言う言葉ではないかもしれませんけども、言

葉を失ったという部分は正直な気持ちでありま

した。赤茶けたものがさらけ出されておりまし

た。そのようなことを思うと、かつてはあそこ

ではまさにあの水でもって養殖しとったわけで、

イワナだとかヤマメを、そのような部分もその

ようなところの小友川が汚濁しているというよ

うな現実も見てまいりました。 

 そのようなこともちょっと踏まえながら、こ

の小友外山地内の太陽光発電事業は、東京都に

本社を置く事業者によりまして昨年から工事が

行われておりまして、現在はパネルの設置工事

が行われているという状況にあります。開発行

為については、都市計画及び森林法に基づく県

の開発許可が不要な土地であったが、工事に伴

う排水対策といたしまして、この沈砂池を４カ

所設け、そして災害発生防止の対策がとられて

いるということになっております。 

 事業地は土地の造成による影響から、この事

業地周辺の降雨の際、雨が降った際ですね、降

雨の際には、外山沢や小友川の水質汚濁が発生

し、下流域の水田や河川に影響を及ぼしている

ということは繰り返しになりますけども、私も

報告を受け、また現地を見ながらそれを確認を

しているということであります。 

 この周辺の市民のほうから菊池巳喜男議員の

ほうにも声が届いているんじゃないのかなとい

うように思っておりますけども、４月中旬ごろ

から水質汚濁を心配する１つの対するそのよう

な情報が寄せられている。市のほうにも寄せら

れております。そして、現地確認を行ったとい

う部分で、私も出向きましたけども、職員も出

向いて確認をしているとこでありますけども、

事業地からの表面のこの流出によります河川の

汚濁、水田への濁流、濁水の流入を確認をいた

しました。圃場整備地域への用水を供給するパ

イプラインのこの土砂の堆積など、そのような

懸念もあるということもこれも確認をしている
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ところであります。 

 事業者のほうからは、パネル設置後のこの地

表は、表面ですね、緑化する計画であるが、現

時点では工事途中のため、それぞれのらちのこ

の施設、今のような状態であるんだけども、パ

ネルが設置された後においては、ちゃんと緑化

をし、排水対策も行っているというそのように

なっておりますけども、依然として表面流出に

よるこの水質汚濁が続いているというような状

況にあるという今の状態でございますので、そ

の状況を私ども確認していることを踏まえなが

ら答弁とさせていただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  今の答弁の中では、

業者は工事が終わったら緑化するという計画で

あって、工事中の排水対策は行っているという

ような旨の答弁だったと、今話されたと思いま

すが、何か私から見れば、どこが対策を行って

いるのかなというふうに強く憤りを感じるとこ

ろでもございます。 

 遠野市には遠野市景観資源の保全と再生可能

エネルギーの活用との調和に関する条例という

ことが、平成27年４月１日から施行されており

ますが、この条件をこのメガソーラー発電工事

におかれましては、建設者は申請なり周知徹底

がきちんとなされているものなのか伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  このプロジェクトにつ

きましては、議員の皆様の了解をいただきなが

ら、例えば今のお話がありましたとおり、景観

資源の保全と再生可能エネルギーの利用の調和

に関する条例といったものを遠野市は制定をし

ているわけであります。これは実は、この問題

が、いうところの法整備がまだきちんとなって

いない部分があるわけです。固定買取制度も含

めながら法整備がしっかりしていないという部

分の中で、全国の市町村がやはりこれに振り回

されているという実態もあるということも踏ま

えながら、私どもがこの条例を持っておったと

いうこと自体は、ある程度、いうところの向き

合う場合においては大きな根拠になるというこ

とになるわけでありますから、この条例を制定

していてよかったなというように実は思ってい

るわけでありますけども。 

 これは3,000平米を超える再生可能エネル

ギー事業を対象としているわけであります。し

たがって、この3,000平米を超えるという一つ

の案件から見た場合に、平成29年８月に事前協

議が、平成30年４月には本協議ということで、

それぞれ届け出が行われている。市では関係法

令に基づきまして、届出内容をもとに所管課、

それが農林課であるとかさまざまなところと協

議を行いながら、審査を受けながら、必要な手

続等についてそれぞれ書面で指導を行ったとい

う中であります。 

 事業区域面積が92ヘクタールという広大なこ

の景観・自然の保全の観点からも慎重な検討が

必要であるという認識に立ちまして、この条例

に基づきまする審議会が立ち上がっているわけ

でありますから、審議会に諮問をいたしました。

この審議会のほうに諮問いたしまして、２回に

わたりまして、平成29年の６月、それから９月

ですね、２回にわたりまして審議会が開催され

ております。この審議会の審議の結果といたし

まして、１つ、公害防止、環境保全に関する事

項について市と協定を締結すること、２つ目と

いたしまして、災害発生につながる事項につい

て事前に対策を検討すること、３つ目といたし

まして、事業終了後のこの設備の適切な処分、

それから撤去についての計画を提出することと

いうその３点について答申がありました。この

答申を受けまして、市では、答申内容を踏まえ

た上で事業者に対しまして、その旨の指導を行

っているところであります。 

 事業者のほうからは、市からの指導内容を踏

まえ、本年４月１日付でありますけども、太陽

光発電事業に関する協定書、これは市も協定を

いたしました。大事な協定でありますから協定

を締結いたしました。４月１日付でもって。そ

れで、この環境保全に関して必要な事項を定め
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ながら、地域住民の安全な生活保持について取

り組みを行ったということ。協定の中でしっか

りうたっているわけであります。そしてまた、

この当該地が都市計画法あるいは森林法に基づ

く開発許可を要しない土地における事実である

が、だからどうでもいいということにならない

わけで、あるが、災害発生防止策としまして、

今おりましたとおり、２点に分けましていろん

な対策を講じるようにということで追加対応事

業として報告を受けているなど、事業者と条例

に基づく手順をしっかりと、手続をしっかりと

した上で工事が進められているというように認

識はしているわけでございますけども。先ほど

ありましたとおり、あの現状を見るとほっとけ

ないんじゃないのかなというようにも、そのよ

うに思っているわけでございますから、いずれ

しっかりとした信頼関係のもとにこの審議会の

答申等も踏まえながら、いうところの行政指導

という部分になろうかというように思っており

ますけども、対応を誤らないように向き合って

まいりたいというように考えているところでご

ざいますので。そのためにはやはり地域住民の

皆様、多くの関係者の皆様の理解も得なければ、

やはり行政指導と一言にいってもなかなか限界

があるわけでございますので、その辺のお力添

えもいただければということをちょっとつけ加

えまして答弁とさせていただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  今条例に関しまして、

いろいろな手続、審議会等々の御答弁がござい

ました。私もこの現状を現地に行って写真を撮

ったり、地区住民の方々から話を聞くにつれ、

地区住民には工事が始まる前に事業の説明会を

開催したということでございますけども、余り

地区民の説明会に参加者が少なかったというよ

うなお話も聞いております。また、説明会のみ

で工事協定書もないと伺っております。そして、

地区住民はまさかこのような事態に陥ることは

想像もしていなかったと。もし大雨災害が起き

た場合には、もしかしたらパネル等々も流れ出

し、小さい川が氾濫して地区が大変なことにな

るんじゃないのかなというような話もされてま

いりました。 

 今いろいろとこの条例につきまして工事申請

がなされたというようなことで、認可がされた

ということを伺いましたので、次に質問をしよ

うかなと思いましたけども、そこまで説明があ

りましたのでここは省きますが。 

 このような事態について、一刻も早くこの現

状を解決することが求められているものと。こ

れはみんな共有するところでございますし、現

地の住民は特にもそのとおりだと思っておりま

す。地区住民に大きな不安を与えることも事実

でございます。これにつきまして早急な説明会

をこの条例に基づきながら市としても現地の説

明会を開催する必要があるのではないのかなと

いうふうに考えられます。さらにはこの問題が

解決されるまでは、本来はこの工事を差しとめ

ることが必要とも私は考えるところでございま

すが、工事施行者に対してどのような対策と指

導をこれから講じようとしているのか、遠野市

としての見解を伺いたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま条例に基づく

一つの対応を行っているという御答弁を申し上

げました。諮問をした、答申を受けた。答申を

受けながらその部分をしっかり事業者のほうに

も伝えたという中で、それで行政としての役割

を終えたつもりは毛頭ありません。やはり遠野

のしっかりとした自然景観といったものを守り

ながら、やっぱり誇るべきこの遠野の一つの宝

といったものを大事にしていかなきゃならない

という部分と、要するにその部分をどう両立さ

せるかというとこでみんな悩ましくているわけ

でありますけども、あの状況を見ると、やはり

しっかりとした向き合わなきゃならないという

ように思っておりまして、住民説明会の話も出

ました。 

 この部分につきまして、繰り返しの答弁にな

りますけども、事業時からのこの排水によりま
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する水質悪化が著しいということで、周辺住民

や下流域の影響も大きいということから、市で

も関係課を含めながら事業者を交えた協議を行

ってきている。地域住民からの皆様の苦情につ

いては、その都度事業者側にも伝えております。

早期の改善について対応を求めるということで、

これまでもそれぞれ何度となく協議を重ねてい

るとこでございますけども、住民からのこの相

談の中に、事業者に対する理解が十分と言えな

い部分も見受けられるということもありました

ので、地域住民を対象とした説明会を早期に開

催をし、住民理解を十分得られるようにあわせ

て指導を行っているところであります。 

 事業者のほうからは、この一つのコメントで

ありますけども、事業区域周辺部への対策、側

溝等の増設の対策、あるいは土壌表面のチップ

剤の散布、あるいは沈砂池の拡張及びさらなる

しゅんせつのようなものを行うというようなそ

のような、さらには調整池の新設といったよう

なものも出てきているわけであります。４点ほ

どこの中に事業者のほうから対策案が示されま

したので、これにつきましては住民説明会等を

開きながら、そのようなところをしっかりと説

明してほしいという部分を申し入れをしている

ところでありますので、今後につきましては事

業者のほうに対しましても、ただいまのような

もので、それを役所に出してからいうんじゃな

くて、まずもって地域住民の方々にしっかりと

説明してほしいということを再度申し入れをし

たいというように考えているとこでございます

ので。 

 実は国のほうでも、これにつきましては同様

の対策をするガイドラインといったようなもん

を策定をいたしました。事業者が遵守すべき事

項として定められたことにつきまして、私はち

ょっと後手後手じゃないのかなと実は思ってい

るわけでありますけども、やはりこのような状

況になっている。これは遠野だけじゃなくて、

全国各地で。私もいろんな首長仲間から、あん

たとこでどうしてんだという話も聞かれている。

ある地域の首長からは、とんでもないものを持

ち込まれてしまった、どうしようもない状況に

なってしまったと。そのような切実な問題も聞

いているとこでございますから、よそごとでは

ないという部分の中でしっかりと向き合いたい。

そのためには住民の皆様ともしっかりと事業者

も向き合ってほしいということを申し上げて答

弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  ちょっと説明会を早

期にやりたいというようなお話でしたけど、説

明会はこの工事関係者がやるものなのか、もし

くは市のほうでやるものなのか。ちょっとそれ

を伺いたいと思いますが。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  その辺のところの対応

については、まだはっきりと決めておりません

けど、基本的には、事業者が地域住民としっか

りと向き合うことになろうかと、原則は。ただ、

遠野市としてもそのような指導を行ったという

一つの経緯があるわけでございますから、どう

かかわるかについては、事業者側と遠野市側に

おいてもしっかりとすり合わせをしなければな

らないかというように思っておりますけども。

原則、基本的には、事業者が地域住民と向き合

うということになろうかというように思ってお

りますけども、私ども行政の立場といたしまし

ても条例を持っているわけでございますし、そ

れに基づく指導を行っていることを踏まえれば、

それはそっちでやってくださいよというわけに

はいかないのではないのかなというように認識

を持っているとこでございますけども、担当部

ともしっかり協議をしながら、その住民説明会

の際に市としてどう対応するかにつきましては、

もう少し協議をさせていただければということ

をお願いを申し上げまして答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  12番菊池巳喜男君。 

   〔12番菊池巳喜男君登壇〕 

○12番（菊池巳喜男君）  いずれ説明会を早期

にやりまして、この現状を一刻も早く解決する
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ことが望ましいと、望ましいというよりも必要

だということでございます。 

 このようなメガソーラーの工事は、遠野市内、

ほかの地区でも計画もあるからというふうに思

いますけども、このような小友の事例が起こら

ないように万全の対策をお願いしたいところで

あります。 

 メガソーラー発電計画におかれましては、こ

のようなことにならないように慎重にも慎重な

対策が必要と思われます。そして、さきの意見

書が出されましたけども、遠野市でもいち早く

景観条例ができ上がって施行されることを望む

ところでもございます。 

 最後の質問になりますけども、このような中

でこういう大規模な工事、今まさに東工業団地

でも造成工事が行われておりますけども、この

ような事例はないとは思いますが、その辺、工

事状況現状を伺って私の一般質問を終わらせて

いただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  遠野東工業団地のプロ

ジェクトにつきまして、議会の同意もいただき

まして、工事が着工して今着々と工事が進んで

いるという状況でありまして、私も４月、５月

と二度ほど現場に足を運びまして、しっかりと

現場を確認しながら、それこそ調整池はどうな

っているのか、取りつけ道路はどうなっている

のかという部分も踏まえながら、去る４月の23

日でありましたけども、交渉相手の企業のトッ

プのほうにお会いいたしまして、状況等もしっ

かりと説明をしてまいったところであります。

そういった中で心配ないのかなというそのよう

なお話でありましたけども、遠野東工業団地そ

のものは都市計画法、さらには森林法の規定に

基づきまして、いうところの岩手県の許可が必

要だというそのようなプロジェクトであるわけ

であります。そして開発に当たりましては、こ

の法律に基づく基準を得た満たす設計によりま

して、それぞれ隣接する市道の幅員確保、ある

いは開発区域内からのこの排水等を考慮した水

路断面の確保、さらには区域の下流域に流出す

る雨水等を緩和させるための災害防災調整池の

規模等を計算しながら、基準にいずれも適合し

ているという部分の中で、そのようなものをク

リアしなければあそこの工事には着工できない

ような縛りになっているわけであります。 

 したがって、遠野東工業団地につきましては、

今申し上げたようなものを全てクリアをしなが

ら、申請をし認可を受けているということであ

りますので、それに基づいて実施をしていると

いうことでございますけども、やはり今後も工

事を進む上でやっぱり引き続ききちんと留意し

ながら、少なくともそのような災害につながる

ようなことがないようにという部分の中で、慎

重な、工事については当然のことでございます

けども留意してまいりたいというふうに思って

おります。法律を全てクリアしたからいいとい

うつもりじゃない。だけども開発行為をとると

いうことについては、かなり厳しい審査を受け

なければ着手できないわけです。だから、その

メガソーラーという部分は、その辺が非常にき

ちんと定められていないんですよ。だから、入

り口の一つの手続、あるいは出口の手続、法的

に法制度が不整備な状況の中で展開しているの

が今のメガソーラーのプロジェクトなんですよ。

それを市町村という現場に全てという部分の中

に、余りにもエネルギー政策の中においては国

の政策がしっかりしてないんじゃないのかなと

いうのが、全国の市町村から今声が上がってい

るということも申し添えまして答弁といたしま

す。 

○12番（菊池巳喜男君）  これで私の一般質問

を終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩いたします。 

   午前11時24分 休憩   

────────────────── 

   午前11時35分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 次に進みます。 

 16番新田勝見君。 
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   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  通告に従い、一般質問

を行います。 

 今回、私は３つのテーマに絞って、教育長そ

して市長にお伺いするものでございます。一問

一答方式にてよろしくお願いいたします。 

 その前に、３月の定例会において、ＪＡの宮

守支店について質問した経緯がありましたけれ

ども、その後、５月の29日、農協の総代総会が

ございまして、それ以前に市長あるいは議長、

課題について御足労していただきましたけれど

も、課題については総代総会では原案のとおり

可決したということで、計画はそのとおりに行

くよというような話でございます。その総会の

中において、北上のある組合員が申し上げてお

りましたけれども、やはりあそこもかなりの支

店の縮小ということで、質問も時間の関係上、

遮られるというような中で、質問して捨てゼリ

フのように、「こんなことでは、組合員みんな

やめるんだぞ」というようなことをしゃべって、

質問を中断いたしました。やはり農協はどこに

進むんだろうか、組合員を捨ててどこに行くん

だろうかというように率直に私は感じました。

宮守支店において、やはりあそこは市の財政も

入っているわけでございますので、今後あの状

態で、組合員のみならず遠野市民が自由に使え

る施設として今後残していただきたいというふ

うに願うものでございます。 

 それでは、本題に入ってまいります。 

 まず、遠野の教育についてであります。私は、

毎年発行されます「遠野の教育」という冊子を

参考にしながら質問いたしたいと思います。 

 その前に、５月には小学校それから中学校の

運動会があり、子どもたちの元気な姿に触れ、

一生懸命頑張っている様子は、見る人に元気、

そして楽しみを与えてくれました。遠野中学校

は人数も多く、切磋琢磨して成長をしている様

子が受け取られました。その１週間後、附馬牛

小学校の運動会を見る機会がありました。子ど

もの数も少ないという中で、附馬牛小は附馬牛

小なりに、人数が少なくても、中にさまざまな

工夫をこらして運動会に力を入れておったと思

います。 

 次代を担う子どもたちを希望のあるものにし、

立派に育てていくのが私たちの役割であります。

子どもを育てるには、多くの人々と多くの時間

を要するわけでございます。もちろん子育てに

は、家庭、学校、そして地域が一体となってい

かなければならないというふうに私は思ってお

ります。 

 現在、子どもたちの子育て環境は年々変化し

て、マスコミ等で知る限り、事件や事故、子ど

もたちにとって受難の時代とも言えると思いま

す。私が思うには、子育ての中心は家庭にある

というふうに思っているわけですが、学校も地

域も同じ気持ちでが大切であると思っています。 

 その中にあって、この「遠野の教育」という

冊子の中に、地域教育協議会の役割等々いろん

な形で載っております。私は、これは地域のい

ろんな意見なり、そういったものを遠野市の教

育に取り入れるためのものなんだろうなという

ようなことで見ましたけれども、実際のところ、

この地域教育協議会、どのような役割を持って、

この教育委員会あるいは学校、子どもたちの生

活に生かしていっているのかについて、まずお

伺いいたします。これは教育長に質問をいたし

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  新田勝見議員の一般

質問にお答えいたします。 

 現在、遠野市におきましては、市内11地区に

地域教育力の向上を図ることを目的としまして、

地域教育協議会が組織されてございます。 

 その役割についてのお尋ねでございましたが、

それぞれの地域の学校には、学校の教育目標と

いうものがございます。その学校の教育目標を

共有いたしまして、学校と地域の相互の理解の

もと双方が連携しまして、子どもたちにとって

よりよい学びの環境をつくるとともに、子ども

たちの教育課題の解決を図ることが、その役割

というふうに認識してございます。 



－ 75 － 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  次に、市内における小

学校・中学校教育の遠野市における課題につい

てお伺いいたします。幅広くなると思いますけ

ども、教育長は全県各地回られて、いろいろな

経験しているというふうに思っております。市

内における中学校・小学校の課題について、か

いつまんでお知らせいただければと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  学校教育の課題とい

うお問い合わせでございますけども、直近で申

しますと、学力向上が課題というふうにお答え

すべきものというふうに思います。ただし、こ

れが、遠野市の現状というものを考えたときに、

中長期で見たときには、学校のあり方、つまり、

人口動態も含めて、子どもたちの数の問題等が

一番大きなファクターになりますが、それを見

据えて、遠野市の教育、そして学校がどうあれ

ばよいかというのが、中長期の課題であろうと

いうふうに捉えてございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  簡潔にということでコ

メントいただきましたけれども、学力向上とい

うところに尽きるのかなというような答弁だっ

たと私は思っております。 

 次に、市村合併後、今までに生徒児童数は約

半分となっております。いや応なしに２個学年

で小16名、中が８名以下になれば、複式学級の

編成となります。市内小学校において、小友２

クラス、附馬牛２クラス、上郷１クラス、鱒沢

３クラス、達曽部１クラス、全部で９クラスが

複式となっています。 

 複式学級のメリット・デメリットはあるかも

しれませんが、私が小学校に一度だけでござい

ますけれども、授業参観をしてまいりました。

算数、体育の時間でございました。算数におい

ては、５年・６年が一つの教室の中において算

数をやっておりましたけれども、半分ずつ縦に、

半分ずつですね。五、六年が分けてありまして、

その中で先生が５年生に教える、その間６年生

は自習すると、そういうようなスタンスの中で

学習に励んでおります。つまり、半分自習とな

るということになります。 

 体育の場合は、人数が少ないので、２学年一

緒になって体育をする。これは子どもたちにと

って、いろんな、体育もそう、いろんなボール

遊びにしても、いろんなことにしても、やはり

人が少ないとなかなかうまくいかないわけでご

ざいますので、これは２クラスのほうが、これ

はベターだなというふうに思っておりました。 

 児童の皆さんは、なれてしまえば、それが当

たり前になるというふうに思います。先生は大

変なのかもしれませんが、工夫して教えている

のでしょう。学校編成の仕組みは、原則として

同学年の児童で編成するものというふうにあり

ます。少ないから仕方ないと思えばそうですが、

遠野市の場合、複式学級はなくされないものか

について教育長にお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  ただいま複式学級の

指導等について、そして、その分についての解

消についてのお問い合わせございました。複式

学級でございますので、教師一人が見る子ども

の人数というのは、そもそも少ないわけですの

で、つまり目の行き届いた教育がなされると。

また複式の指導におきましては、先ほど議員御

指摘のとおり、２個学年が一緒になって同じ教

室で学習しますので、１つの学年には教師が指

導をすると。見ている子には間接指導といいま

して、次に何をどうしなさいということを指導

すると。つまり、直接指導と間接指導というの

が複式学級の指導の基本となってございます。

その間接指導におきましては、子どもたちがみ

ずから考える力というのを培う場にもなってお

り、また、異学年の集団であることから、リー

ダー性、それからフォロワーというふうな関係

が出てまいります。よって、一概に複式指導が

というわけにはまいりませんが、一方、教師の
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数がふえ、複式が単式になったとすれば、ます

ますきめ細かな指導ができるというのはそのと

おり。つまり、観点的には、１人の教師が見と

る児童生徒の数が少なければ、教育的効果が上

がるということは、これは自明なことであると

いうふうに思ってございます。 

 複式学級の解消につきましては、２通り考え

るわけでございますが、一つは、人数がふえる

ことであり、もう一つは、先生の数をふやすこ

とというふうに捉えております。 

 教員の数をふやすということに関しましては、

現在、法により、県費負担の教職員を各学校に

配置してございます。これが、これよりもふや

すというふうな制度でございますが、これにつ

きましては、市町村費の教職員を配置できると

いう制度がございます。よって、県費負担教職

員に加え、市町村費負担の教職員を配置するこ

とは可能ではございますが、その際に教育水準

をきちんと担保できるような人材を確保できる

のか、そしてまた、財政的な問題も当然含まれ

てまいります。そして、教員の専門性を担保す

る研修制度と。現在の研修は県が主体となった

研修をしており、県費負担教職員はその研修を

受けているわけですが、市町村費負担となれば、

その部分についての制度も考えていかなければ

なりません。このように多面的なファクターが

ございますので、ここの部分を活用するかどう

かにつきましては、今後検討の余地があるとい

うふうに思ってございます。 

 複式の部分の指導も含め、そのほかにも学校

の抱える課題というのは散見されておりますの

で、今後といたしましては、その現状をきちん

と把握した上で、多面的な検討を進めていく必

要があるというふうに認識してございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  今、教育長のほうから、

私が考えていたのは、国の法律、あるいは市の

法律によって、市ではこれはかないませんとい

う答弁が来るのかなというふうに思っておりま

したけれども、ほかのある県でもやっていると

おり、市町村の範囲でそれが可能というふうな

答弁がございました。遠野市において、そうい

ったことについてできるんであれば、そういっ

たことについては、これから考えていくのか、

考えていかないのか、お尋ねします。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  冒頭申し上げました

とおり、少子化の問題というのは、教育だけの

問題ではございません。遠野市全体で今後どの

ように考えていくかというのが寛容なことと存

じます。遠野の教育というのは、知・徳・体を

総合的に兼ね備えた人間の形成でありますので、

それを柱石に据えて、さまざまな議論が必要で

あろうというふうに考えてございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  そもそもこの複式学級、

僻地教育というところから来ていると。私は、

やはり、市長もいつも言っていますけども、教

育に関しては、子どもたち平等に、あるいは、

何といいますかね、同じ条件の中で子どもたち

を育てるべきではないかなと思います。若干そ

れるかもしれませんけれども、そういう学校に

親が子どもを入れたいと思うかどうかというこ

とでございます。人数の多い学校に転校するこ

とがあるのではないか。私のような奥のほうに

いますと、そういったことが傾向として私は聞

いております。そういったことが仮に毎年毎年

起こるというふうになれば、非常に私にとって

は、それはだめなんだろうなというふうに思う

わけです。やはり中学校でもクラブがあるから

そっちのほうの、サッカークラブがあるからそ

っちに入るよとか、あるいは、小学校でも複式

じゃないとこの、友達がいっぱいいるとこに入

れるんだよということで、遠野の場合は北小、

遠野小学校に転校する方がいるというふうに私

は思っていますけども、教育長の見解をお伺い

いたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 
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○教育長（菊池広親君）  ただいま御質問にあ

ったのは、通学する学校、指定する学校の変更

によって、通常の就学するのと違う学校に就学

しているケースがあるということであろうと思

います。 

 教育委員会におきましては、学校教育法施行

令、それから、遠野市立小学校に就学すべき者

の学校の指定に関する規則という規定がござい

まして、これにのっとって、それぞれの居住地

により就学する学校を指定してございますが、

児童または生徒に特別な事情がある場合は、一

定の基準によって通学する学校の指定を変更す

ることも認めてございます。通学する学校の指

定を変更した主な理由としましては、市内転居

もしくは放課後の預け先に配慮が必要な子ども

等がございます。 

 教育委員会といたしましては、今後におきま

しても、児童生徒一人ひとりに寄り添って、適

切な就学に努めてまいりたいというふうに考え

てございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  午後１時まで休憩いた

します。 

   午前11時55分 休憩   

────────────────── 

   午後１時00分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 引き続き一般質問を行います。 

 16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  再度教育長にお伺いい

たします。 

 先ほど小学校・中学校の課題についてもお伺

いしましたけれども、学力の向上と、これが大

事だよと。そういった中で、複式学級は目の届

いた教育ができる、そして、考える力もできま

すよというように私は捉えましたけれども、教

育委員会では、この偏差値というもの、この資

料によりますと、そういった数値目標を上げて

ございます。小学校において53.9、中学校にお

いては48.6というふうに目標を掲げております。

全ての学校のそういった学力といいますか、そ

ういったものを通しながら、こういったものが

高いとか低いとかが出てくるんだろうと思いま

すけれども、この複式並びに複式じゃないとこ

ろ、そういったところの差というのは目に見え

てわかるものなのか、大して変わりないものな

のか、その辺についての見解をお伺いいたしま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  学力にかかわっての

指標についてのものというふうに捉えてござい

ますけども、ＮＲＴといいまして、標準学力検

査と。つまり、これは全国を標準としまして、

50であれば全国標準というふうな捉えをしてご

ざいます。概要的には、小学校全般には全国を

上回る傾向にあり、中学校においては若干下回

る傾向にあるというのが現状でございます。こ

れを各学校別に見たときに、例えば、小規模校

はどうなのかと。これも波はございますが、小

規模校、複式を抱える学校が低いというふうな

現実はございません。逆に高いという結果が得

られていると。つまり、少人数にかかわる教育

が行き届いているという面もあると。 

 反面、人数が少ないために、社会性の形成と

か、そういう人格形成において、やっぱりデメ

リットになる部分もあると。両方を兼ね備えて

いるというふうに認識をしてございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  数字だけでは判断でき

ないことも当然あるんだろうというふうに思い

ます。一つとして、そういう複式学級によって

学力が下がらないということも明らかであると

いうような話がありました。学校教育、何より

も優先されるものと私は思っております。 

 子育ては、やり直しがききません。その時代

のベストを尽くしていかなければならないと思

っています。学校教育協議会の機能を、機能さ

せていくのも大切であると思います。 

 中学校統合のときに、クラブのどうするのか
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という話がありました。私は郷土芸能をやって

いますけれども、附馬牛から遠中に来ている。

早池峰神社のお祭りだ、帰ってこい。子どもた

ちは当然来ません。やはりその地域の郷土芸能、

私は遠野市の教育にとっても大事だと思うんで

すけども、これも一つの課題かなと。やはり合

併前と実際は違うよと、父兄にも言われたこと

もあります。そういったことも今後考えていた

だければと思います。 

 いずれにしても、個人的見解として、市内に

おいて全ての学校が単級学校の方針に持ってい

くことが、子どもを等しく教育を受けれること

になるというふうに私は思っていますけれども、

教育長が今考えている遠野市の教育について、

これが余りにも複式学級を追求していくと、じ

ゃあ統合してということになるというふうにも

のの本に書いておりましたけれども、それは私

の求めるところではございませんけれども。 

 最後の質問ですけども、今のことについて、

教育長はどのようにその可能性、私が考えてい

る可能性について、無理でもいいし、今後何年

か後にはそうなるとか、逆にそのほうが学力向

上などがそのままでいいんだということになる

のか聞いて、第１の質問は終わりたいと思いま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  全ての学級を単式化

ということがキーワードかというふうに思いま

す。子どもたちを取り巻く教育環境、または教

育資源というのは、それぞれの地域によって異

なるというふうに認識しておりますし、遠野に

おいては、遠野だからこそできる教育があるも

のというふうに私も思ってございます。その中

において、先ほど申し上げましたように、子ど

もたちが知・徳・体を総合的に兼ね備えた、そ

ういう人になっていくと、そういう部分を担う

に当たり、よりよい環境を子どもたちに提供す

ることというのが、やはり大切なことというふ

うに第一義に考えてございます。この全ての学

級を単式化にということも踏まえ、また、別の

見方も踏まえ、多面的な検討が今後必要であろ

うというふうに認識してございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  次の質問に移ります。 

 市長に対して質問いたします。 

 ふるさと公社について、その中にあるふるさ

と村についてであります。 

 さきの全協において、ふるさと公社の経営改

革の進捗について説明がありました。平成30年

度の黒字化を目指したが、指定管理料も含めて

赤字であり、収支で改善することができなかっ

たと。要因は、利用客の減少であるとの説明で

ございました。 

 現状評価を見ますと、ふるさと村に関して、

表を見てですけども、23年から７年間ずっと赤

字が続いております。私はその表を見て、何か

しらこのふるさと公社の足を引っ張っているよ

うに思えてなりません。私は議員になる前から、

ふるさと村開村に対してかかわりを持っていま

した。開村は平成８年４月ですけれども、その

以前からコンサル会社など地元に入って、どう

していったら成功するかというようなことも、

我々地域民に意見を問いただされました。幾ら

かでも自分の思っている意見は述べたつもりで

ございます。 

 ふるさと村の事業理念は、第一に曲り家復元、

そして保存、２番目が生涯学習の推進、そして、

３番目は観光だよというようなことでございま

す。 

 曲り家の保存は、カヤのふきかえなど、多額

の維持費が必要でございます。体験や観光で収

入を得たいところでございます。しかし、開村

当時は８万人を超えていた観光客も、現在は３

万弱となっています。連続の赤字もいたし方な

いのかなというふうに思います。私も今までふ

るさと村において、春の田植え、秋の稲刈り、

イベントでの神楽・獅子踊り、あるいは体験の、

手づかみ体験のヤマメの提供、ふるさと村にお

ける映画・テレビ等のロケのエキストラ等、い

ろんな形で協力してきました。また地域では、
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老人クラブの方々が「まぶりっと」、そして、

町婦協の皆さんが奉仕活動など、多くの人々で

支えられてきたことが評価されない現実。何と

か村を復活させる手だてはないでしょうか。 

 公社は、新会社設立という形で進められよう

としています。その中にあって、ふるさと村と

水光園は、公社から完全に経営分離検討という

ふうに資料に載っていました。その考え方に至

ったことについて、市長からお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  新田勝見議員の一般質

問に、この遠野ふるさと村の話が今質問があり

ました。平成８年にオープンをしたという、そ

の思い入れといったものも、今質問の中でいろ

いろ述べられておりました。８万人おったのが、

今は３万人。そして、今度の公社の改革の中に

あって、ふるさと村と水光園をというような中

に記載されているけども、その辺を含めて、ど

う考えているのかというような御質問であった

というように承ったところであります。 

 このふるさと村には、曲り家が６棟。これは、

いずれも国の登録有形文化財の指定を受けてい

るものであります。まさに日本のふるさと遠野

というものを標榜する象徴的な一つのプロジェ

クトではなかったのかなと、そのように受けと

めているところであります。 

 そういった中におきまして、まさにこの修学

旅行という教育旅行、そういったものについて

も、一定の魅力のある一つの施設になっている

ということも事実でありますので、その辺を踏

まえながら、このふるさと村の位置づけといっ

たようなものを、今度の公社経営改革の中にお

いて、どうそのように整理をするかというのを、

次のステージをつくっていかなければならない

んじゃないのかなというふうに思っております。 

 そういったときに、常に、きょうも午前中、

菊池巳喜男議員との公社の経営改革の問題につ

いていろいろ議論をしました。いろんなアイデ

アもいただきました。また提案もいただきまし

た。あのような提案をいただきますと、公社の

スタッフもまた元気が出るんじゃないのかなと

思って、私も大変心強く思ったところでありま

すけども、ただいまの御質問の中にありまして

も、地域の方々が、老人クラブが「まぶりっ

と」を、そしてまた、いろんな形で地域の方々

がこのふるさと村を支えてきたという一つの経

過があるわけであります。 

 昨年、市長と語ろう会で、附馬牛のほうの地

区にお邪魔した際に、婦人団体の方々、また、

いろんな「まぶりっと」の関係者の方々、もっ

と我々といろいろ相談してほしいというような、

そのような声も寄せられました。要するに、自

分たちも一生懸命頑張るから、ふるさと村の魅

力づくりに我々も積極的に参加すると。いや、

もともとが参加した中でスタートをしたという、

そのような経過があるわけでありますから、要

するに、原点に戻るという中で、この収益性の

議論、公益性の議論、遠野としての魅力ある一

つのプロジェクトということを位置づければ、

このふるさと村につきましては、この経営改革

の中におきまして、丁寧な整理をしながら、こ

れいろいろ分析はしているわけでありますけど

も、丁寧な整理をしながら、魅力アップといっ

たものにつなげていくためには、官民一体とな

って、地域住民の方々としっかりとスクラムを

組みながら、あそこのふるさと村の魅力づくり

にさらなる努力を積み重ねていきたいというよ

うに考えているとこでございますので、実は、

先ほども午前中も申し上げましたけども、収益

性だけでの議論はやっぱりかなり厳しいんじゃ

ないのかなというように私自身も認識しており

ますので、それを踏まえながらのふるさと村の

第２ステージのほうにしっかりと踏み込んでま

いりたいというように思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  資料を見ますと、経営

分離するなど抜本的な構造改革をということで

ございます。このふるさと公社の中で、水光園

ふるさと村は非常に、通信簿をつけるんなら、

赤点になっているんだろうというふうに思いま
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す。そもそも水光園は、水道事業のほうで水光

園は見ておったわけですけども、何年か前から

か、ふるさと公社が一括して面倒見るようにな

りましたけれども、私は、今市長はいろんな形

で考えながらやっていきたいというようなこと

ですけども、何となく私は、そうじゃなくて、

逆に地域の方々と、あるいは起業家といいます

かね。いろんな方が遠野に来ていますから、そ

ういった方々とそれこそタッグを組んで、新し

い経営といいますかね。そういったことも考慮

に入れた考え方かなというふうに受け取ったわ

けでございますけれども、そういうこととは別

なんでしょうか。お尋ねします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの御質問にあ

ったような趣旨も、当然のことながら選択肢の

一つとして取り組まなければならないかという

ように思っております。不採算部門の見直しで

もって抜本的な改革ということが、そのような

中で、報告書の中にも、分析の中にも書かれて

いるわけでありますけども、この不採算性部門

といっても、やっぱり遠野の一つの観光振興な

り、交流人口の拡大なり、あるいは関係人口の

さらなる拡充なりを含めれば、ふるさと村の位

置づけといったものは、物すごくその中に見出

すことができるわけでありますから、収支とい

う部分に考えれば、ふるさと村の持つさまざま

な機能の中でもっと合理化できるものはないだ

ろうか、もう少し整理、民間の力を借りるもの

はないだろうか、あるいは、市としてどのよう

にタッグを組んだらいいだろうかという、その

ような一つの対応も、その中で見出していかな

ければならないかというように思っております

から、これも繰り返しの答弁になりますけども、

今の御質問の趣旨を踏まえながら、改革の一つ

の進行管理の中にしっかりと盛り込みながら試

してまいりたいと思っておりますので、特にも

地域住民の方々のお力添えもお借りしなければ

ならないかと思っておりますので、よろしくそ

のこともお願い申し上げまして、答弁といたし

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  ふるさと村は私のすぐ

そばですので、いや応なしに前を通りながら、

きょうは何やっているのかなと、そういう常に

関心を持ちながら見ていますけれども、やはり

冬場、どべっこ祭りはやっていますけど、冬場

の観光客はもちろん少ないというのも大きな欠

点でございまして、11月から３月あるいは４月

半ばまでは、ほとんど観光客も動かないんです

ね。でも、経費はかかるというようなことで、

これも大変なことだと思いますし、私も今まで

20年近く見ていますけれども、あのふるさと村

も、今、木がぼうぼうと生い茂っておりまして、

曲り家集落と言われても、中に入っても曲り家

が１軒しか見えないとかですね。そういうやは

り、まあ午前中にも検証という言葉をキーポイ

ントにしていましたけれども、ふるさと村にお

いても、やはりその部分が今までやられてこな

かった、そういったことが今になってこういう

ことになるんだろうなというふうに思います。 

 それに、例えば、足の不自由な方。駐車場に

おりて、あるいはビジターセンター、そして奥

の肝煎りまで結構歩かなきゃならない、距離も

あるということで、教育旅行の子どもたちもそ

うですけれども、途中で帰ってくると。やはり、

何というんですかね、魅力がないのかどうだか

わかりませんけれども、そういったところもや

はり考えてやらないと、今後のふるさと村も生

きてこないではないかというふうに思っており

ますけれども。 

 それで、私は、この経営分離するという話が

載ったときに、頭の中にひらめいたのは、小さ

な拠点づくりの一環として、地域にこれは収益

事業なり、指定管理でもいいと思いますけれど

も、そういう形で無理をしない程度にというの

は、曲り家は千葉家がカヤぶきの大きな建物で

すから、それが主体となれば、ふるさと村の曲

り家はそんなに重要性がないんだろうかなと、

ないんだろうなというふうに思う部分もありま



－ 81 － 

す。そういった点を考えると、これからどんど

んふえるという時代ではない。少しずつでも規

模を縮小していくようなことも、やはり経営的

には必要ではないかなというふうに思ったんで

すよ。ですから、そういった小さな拠点づくり

の一環として、附馬牛町の教育事業として入れ

ながらやれないかなと、こう思ったりしますけ

ども、市長はこの意見に対してはどのようにお

考えでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの御質問の中

で、規模を縮小、あるいは小さな拠点といった

ような切り口の中で見直すという部分もあって

もいいんじゃないかと。そのようなあらゆる角

度から、この遠野の置かれている状況、平成８

年からもう既にこのとおり、時の経過を経てい

るわけであります。その間の遠野を取り巻くい

ろんな交通インフラ、情報化、インバウンドと

いった流れ、そして、いろんなイベントといっ

たものを踏まえれば、やっぱりその部分におい

て、ふるさと村というものをどのように存在感

と示すかという部分が、そして、魅力のあるも

のに持ってくれば、修学旅行をはじめ、教育旅

行なども、あるいは、いろんな老人クラブの

方々らも含めながら、さまざまな方々が、そし

て一方においては、外国人が日本の文化をとい

う部分においては、格好の一つの存在のある施

設なわけでありますから、そのようなことを踏

まえながら、今の提案、御意見を踏まえながら、

改革の一つの位置づけの中で検討をしてまいり

たいというふうに考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  そういったことも含め

てやっていくという市長の答弁でございました。

私は、やはりこういった施設、地元と言えばな

んでございますけれども、そういう重視をしな

がら、そばにいる人がやっぱり管理しながらや

っていくというのは、今後必要だと思います。

当局においては、そういったところを精査しな

がら、ふるさと村の生きる道といいますか、そ

ういったものを検討をしていただきたいと、検

討をしていただくべきと思います。 

 そこで、３つ目の最後の質問になりますけれ

ども、早池峰ふるさと学校についてお伺いいた

します。 

 私は、淡水魚生産組合の役員会の後、ふるさ

と学校に立ち寄ってみました。玄関には、臨時

休校という表示がありました。その後、地元の

７区の方々と色んな話をして、どうなってんだ

ろうかなというようなことでお話も聞きました。

やはり10年間という契約の中で今までやってき

たわけでございますけれども、やはり今までの

廃校を利用しての交流の場として、10年以上に

わたって利活用してきたあの場所、資源といい

ますかね、地域資源というんですか。そういっ

たものを利用する、あるいは武蔵野、あるいは

大府、そういった子どもたちの児童交流のとき

も利用しているというようなことで、非常に大

切な施設だと思いますけれども、なぜこの再契

約にスムーズにいかないのかなというふうに思

った次第でございますけれども、市長の見解を

お尋ねいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この遠野早池峰ふるさ

と学校、今お話しましたとおり、旧大出小中学

校を活用しながら、平成22年の６月12日に開校

をしたというような、そのような一つの経過が

あります。 

 そして、まさに1200年の歴史を持つ早池峰神

社に隣接する中におきまして、まさにふるさと

学校というそのようなコンセプトの中で、これ

までも多くの方々が訪ねてきておったと。数字

をちょっと合わせますと、平成30年度のふるさ

と学校、県内・県外合わせて約4,500人の方々

が訪れているという数字もあるわけでございま

すから、ただいまこの再契約の話が出ました。

この部分につきましては、やはり冷静にしっか

りと対応をしなきゃならないというように考え

ておりまして、今副市長をキャップにいたしま
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して、関係者としっかり協議をしながら、早急

に一つの合意形成を得るようにという中で対応

をしていただいておりますので、今このさまざ

まな経過があるわけでございますから、契約を

しっかり再更新しながらという、言うなれば、

再契約をしながらという部分の中で、しっかり

とした次のステージに持っていかなきゃならな

いというふうに考えているとこでございますか

ら、先ほどのふるさと村と同様、大変人気のあ

るスポットでございますから、そのようなとこ

ろもしっかり踏まえながらの対応を急ぎたいと

いうように考えているとこでございますので、

もう少し時間をいただければということを申し

添えて答弁とします。 

○議長（浅沼幸雄君）  16番新田勝見君。 

   〔16番新田勝見君登壇〕 

○16番（新田勝見君）  もう少し時間をかけて

契約していくという、そのとおりの答弁だとい

うふうに思います。 

 昨年、姉妹都市のチャタヌーガから生徒及び

先生が来遠いたしました。引率のジェイニー先

生、私の家に１週間ほどホームステイをしまし

た。スマホを使いながら、それを通訳として、

いろいろ会話も幾らかではございましたけれど

も、できることがあって、非常に有意義だった

と思っております。休日には、私は遠野市を案

内しました。小出にある重湍渓から木橋、そし

て早池峰神社、そして、ふるさと学校と、遠野

の奥座敷と言われる附馬牛町を紹介しました。

非常に喜んでおりました。その後、伝承園に行

って、草木染めを見学しましたけれども、非常

にやはりそういったものに対して関心があるん

だなというふうなことを感じた次第でございま

す。いずれそういった海外からの人たちも早池

峰ふるさと学校に紹介ができるというような、

ああいうところを喜んでもらえると非常にあり

がたく思っております。 

 いずれ、時間もありませんけれども、あそこ

のふるさと学校は、食堂もそうですし、こだわ

りの産直、これもやはりあそこでなきゃ出しま

せんというようなこだわり産直もここもありま

すし、あるいは絆の演芸会、これもあの講堂が

毎回満員になります。そして、市長がおっしゃ

ったように、4,500人もの方が来ていますよと、

こういう貴重なところでございますので、ぜひ

あそこを大事にしていただきたいし、継続とい

う部分でやっているということではございます

けれども、当局のもう一回、もう一度よくある

答弁を聞いて終わりにします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この大事にしていただ

きたいというお話でありました。大事にしなけ

ればなりません。そういった中におきまして、

今の御質問をお聞きしながら、点として考える

んじゃない。やっぱり点をしっかりネットワー

クにつないでいかなきゃならない。それぞれの

役割をそこで見出していかなきゃならない。こ

の点を線でつなぐと、今度、面として考えてい

かなきゃならないという部分では、今話しまし

たふるさと村、奥座敷という話もありましたけ

ども、奥座敷でさまざまな重湍渓はじめ、早池

峰神社、又一の滝、本当に上げれば切りがない

ほどのさまざまな点がある。それをしっかりと

結びつければ、まさに魅力が増大していくとい

うことになるわけでございますから、そのよう

な今いろんな魅力が、さまざまな商品があれば、

今度はそれがメニューになって、一つのセット

になるということになってくるわけでございま

すので、そのような方向で大事にしながら、こ

のふるさと学校の一つの継続をしっかりと関係

者と話し合って対応してまいりたいと思ってい

るとこでございますから、よろしくお願いいた

します。 

○16番（新田勝見君）  以上で私の一般質問を

終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  次に進みます。 

 ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  本日３人目の質問者で

あります瀧本孝一です。 

 元号が変わって、最初の定例議会において、
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今般も一般質問ができることに感謝し、通告に

従い、市長には小さな拠点づくりについて及び

高齢者先進安全自動車購入補助金制度創設につ

いての２つのテーマで、そして、農業委員会会

長には農地集積についてと題したテーマで、一

問一答形式によりそれぞれ考えをお尋ねいたし

ます。 

 さて、私は前回３月定例議会の一般質問にお

いて、生前退位という皇位継承に伴う奉祝の意

味を込めた、これまでに例のない４月27日から

５月６日までの長い10連休というゴールデンウ

イークに関連して、今春の10連休中の休日保育

等への対応についてと題し、休日にこそ働かな

ければならない小さな子どもを抱える保護者等

への休日保育対応や、一般市民への行政窓口

サービスの対応も含めての質問をさせていただ

きました。そのとき、市長からの答弁は、休日

保育や児童館、児童クラブ等については、運営

事業者と協議をしながら、ニーズの把握に努め

て対応するということであり、窓口業務につい

ては、長い連休により業務が必要な市民を想定

し、５月１日を開庁することを検討していると

のことで、私は期間中１日だけの開庁を想定し

ておりました。しかし、結果はいい意味で裏切

られ、窓口業務については、地元紙の報道を見

た限り、県内自治体のほとんどが開庁しても１

日だけとか、10連休を全て閉庁するという中に

あって、４月30日から５月２日までの３日間、

開庁したのは、官公庁とはいえ、本市だけでは

ないかと思っています。 

 休日保育等については、どの程度のニーズが

あったかどうか実績把握はしておりませんが、

東館の元気わらすっ子センターのわらすっこ

ルームが、10連休中７日間も開放されたことは、

保護者にとって大きな助けとなったと思われま

す。 

 子育てするなら遠野を標榜する当市が、今回

の例を見ない長い連休の間で、キャッチフレー

ズにふさわしい対応であったと確信をしている

と同時に、多彩なイベント等が続く中、長期連

休中における市民への窓口開庁の行政サービス

対応を、私は高く評価するものであります。普

段何気なく過ごしている休日も、誰かのために

誰かが働いて社会が成り立っているということ

を改めて実感されられた10連休ではなかったの

かなとも思います。農業をはじめ、中小零細企

業、特にもサービス業など、ほかの人が休んで

いるときにこそ働かなければならない業種の方

には、10連休の恩恵が果たしてどの程度あった

のかどうか察するに余りありますが、多くの人

がゴールデンウイークを楽しみたい中、市民の

窓口対応や休日保育などを必要とする方のため

に、休日出勤、休日対応をされた職員をはじめ、

関係各位に感謝と敬意を表し、お疲れさまでし

たと御慰労の言葉を送りたいと思います。 

 それでは、最初の質問に入らせていただきま

す。 

 遠野市議会は、去る４月22日から26日の５日

間にわたり、３班体制で市内11カ所の地区セン

ター等で市民と議会との懇談会を開催したこと

は、市長も御承知のことと思います。今回は当

市が今進めようとしている小さな拠点づくりを

テーマに掲げ、議会の立場から市民の皆様の御

意見を伺う趣旨で開催し、さまざまな意見、提

言、疑問が投げかけられたところでもあり、そ

の取りまとめの段階に移りつつある中で、懇談

会で出された疑問や提言を含めての質問をさせ

ていただきますが、市長は前回３月定例議会の

施政方針演述の中で、「人口減少が加速度的に

進む中、社会の変化におくれをとるわけにはい

きません。昨年末、市内11地区を回り、小さな

拠点による地域づくりをテーマに市長と語ろう

会を開催し、小さな拠点の取り組みに対する素

直な意見や、抱えている不安や悩みについて、

市民の皆様と正面から向き合い、ときには予定

時間を大幅に超えて意見を交わしました。延べ

参加者数は約300人、寄せられた意見・提言は

約200件であり、「行政区の役員のなり手がい

ない」「行政区を維持することが難しい」「地

区センターはどうなるのか」、参加した市民の

皆様の声は切実で、直面する現実の課題につい

て、各会場で問われたところであります。しか
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し、一方では、市の動きは待っていられない、

地域で独自に検討を始めているという自発的な

動き、また、地区まちづくり一括交付型事業を

活用した多世代の集いの場づくり、暮らしの支

え合い事業といった、地域が地域を支える前向

きな取り組みを聞くことができました」と述べ

ています。 

 市長と語ろう会でも、議会との懇談会でも、

小さな拠点づくりについてさまざまな意見・提

言・疑問が出されたところでありますが、市民

の皆様方にはまだまだ理解していただいている

状況にはないという思いから伺います。 

 最初に、合併前の遠野市の地域づくりのやり

方は、私の知るところではありませんが、当市

には、過去において、カントリーパーク構想と

か、市民センター構想というすばらしい理念の

もとで地域づくり・まちづくりを進めてきた経

緯があり、何を今さら小さな拠点にしなければ

ならないのかという声が少なからずありました。

当時のカントリーパーク構想や市民センター構

想を市長はどのように評価され、その実績等の

検証をされてきたのかどうかについてお尋ねを

いたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  瀧本孝一議員の一般質

問にお答えいたします。 

 質問の冒頭に、この皇位継承に伴う10連休に

おける市の対応等につきまして、評価をいただ

きました。職員みずからお互い役割分担をしな

がら、休暇を調整しながらあのような対応。そ

こに保育協会をはじめ、さまざまな団体もしっ

かりとそれに歩調を合わせていただいたという

部分の中で、少なくとも市民の皆様のさまざま

なニーズには応えることができたんではないの

かないうように思っております。 

 また、この御質問というか、お話を聞きなが

ら、例えば、今、公社の経営改革も大きなその

ような一つの次のステージという課題を抱えて

いるわけでありますけども、いずれも休日10連

休はどこの世界という中で懸命に頑張っている、

そのような職員関係者もいっぱいいるというこ

とを踏まえれば、役所としても当然であるとい

うように私は思っておりまして、それにしっか

りとみずから受け答えしてくれた職員にも、私

も感謝をいたしているところであります。 

 やはりそのような一つの総合力という部分は、

やっぱりそのような中で見出していかなきゃな

らない。それに伴って、市民の皆様もしっかり

とさまざまな課題にも向き合っていただいて、

また理解もしてくれるということにつながるん

ではないのかなというように思っているとこで

ございますから、いろんな面で課題はあります。

それに対する問題というのもいっぱいあります。

しかし、それを乗り越えなければならないとい

う部分においては、この10連休の中における一

つの、ただいまのお話にありましたようなもの

については、極めて大事な一つの取り組みの一

つではなかったのかなというように思うわけで

あります。 

 ちょっとお話がありましたので、私も改めて

そのことについて述べさせていただきました。 

 さて、このカントリーパーク構想や市民セン

ター構想で、昨年も11カ所、多くの市民の皆様

と向き合いました。小さな拠点、安心安全、そ

して、１町10カ村というコミュニティを持続可

能なものに持っていこうという部分の中におけ

る取り組みなわけであります。この昭和46年、

さかのぼれば、もう既に50年近く前になるわけ

でありますけども、高度経済成長時代によりま

する一つの背景もありまして、この市民の社会

教育、社会参画、新たな市民社会の形成を目指

すという部分におきましては、この市民セン

ター構想といったものが打ち出されたという、

そのような経緯があるわけであります。 

 そして、それに基づきまして、まさに全国的

な中においても先駆的な取り組みという過大評

価をされましたカントリーパーク構想、これが

各地区に地区センター等が整備されたことによ

りまして、遠野の地域づくりが始まったという

ことにあるわけであります。まさに原点はここ

にある。この原点、あるいは一つの理念といっ
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たものは、私は極めて大事なものではないのか

なと思っております。 

 多くの団体が参加いたします遠野まつり、も

う既に45回を数えております遠野物語ファンタ

ジーなども、市民センター構想の中から生まれ

た大きな大きな一つの遠野ならではの取り組み

なわけであります。そしてまた、先般は、市内

一斉町民運動会、私も９地区全部回りました。

各ブースですね。各行政区のテントも全部回ら

せていただきました。多くの家族連れ、お子さ

んを連れた親子連れ、そしてまた、シルバー世

代の方々がしっかりそれを取り囲みながら、ま

さに地域ならではの運動会が展開されておりま

した。このような町内一斉町民運動会、あるい

は市内継走大会、そしてまた、全国的にも例の

ない遠野市独自の遠野遺産認定制度といったよ

うなものも、地域の底力という意味においては、

大事な大事な取り組みの一つであったわけであ

ります。 

 そして、それらを踏まえながら、地区セン

ターへ保健師を配置するとか、さらには、健康

づくりと健康診断の受診率の向上のために地区

センターが役割を担うとか、それから各種団体、

いろんな防犯活動、交通安全活動、そのような

団体のさまざまな支援をするというような、そ

のようなあらゆる角度から、地域づくりという

一つの中における地区センターの位置づけがあ

る。それが、さかのぼれば、市民センター構想

であり、そしてまた、カントリーパーク構想と

いうものはその原点にあるということになるわ

けでありますけども、この平成という時代、昭

和も遠くなり、平成という時代の30年間も、多

くの技術革新あるいは人口減少、少子高齢化と

いう中における人口減少で、もう言葉としては

本当に使いたくない言葉なんですけども、消滅

集落であるとか、さらには、限界集落だという

言葉もさまざま出てくるような時代になってき

たということになるわけであります。したがい

まして、高度経済成長の中で右肩上がりの中に

おける仕組みには、やはりいろいろな面で見直

さなければならない部分が出てきたという部分

の中で、この小さな拠点。 

 したがいまして、この市民センター構想、あ

るいはカントリーパーク構想というのが、理念

として、原点として、それはしっかりと踏まえ

ながら、この令和の時代にどのような一つの仕

組みをつくっていくのか。やっぱり安心安全、

これは、きのうも生活支援ハウスの話も出まし

た。そういうようなものも当時は考えられなか

ったわけであります。そのようなものもどのよ

うに組んでいくのか。消防団という組織も非常

に大事な組織であります。これをどのように組

み合わせていくのかというような、そのような

ことをいろいろ大切にしながら、これを次のス

テージに移しながら育てていかなければならな

いというのが、私は小さな拠点というところに

見出さなければならないんじゃないのかなと思

っております。 

 高速インフラの整備、あるいは高度情報化、

インバウンド、外国人労働者、まさに急速にこ

の社会情勢が変化する中におきまして、人口減

少社会に突入いたしました。住民ニーズも非常

に多様化してきているそういう中に、一つの仕

組みづくりを、この小さな拠点の中に見出して

まいりたいというように考えているところでご

ざいますから、繰り返しになりますけども、市

民センター構想、カントリーパーク構想はやっ

ぱり原点にある。それを進化させる、次の新し

い仕組みに持っていくという、そのようなのは、

小さな拠点ということに見出したいというよう

に考えているところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  昭和46年から始まった

市民センター構想、カントリーパーク構想がさ

まざまな取り組みを生み出し、今の遠野市を築

いてきて、人口減少社会になって、持続可能な

コミュニティをつくるために、小さな拠点をつ

くらなければならないというふうに捉えました。 

 次に、過去の構想当時とは時代背景も経済・

社会情勢も違う中で、なぜ今、地区センターを

小さな拠点にしなければならないのかという疑
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問の声がある中で、その背景や、これからの縮

小社会に向けての地域づくりのあり方を、これ

まで以上に丁寧に説明し、市民へ周知する必要

があると思われます。現に今、地区センターが

盛んに地域に入って住民説明をしている地区も

あるようですが、この点について市長の見解を

お尋ねいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この部分については、

よく言う説明責任と申しますか、周知という部

分におきましては、御質問にありましたとおり、

まだ十分ではないし、また、その部分において

の理解度も生煮えの状態にもあるんではないの

かなということは、私自身も十分承知をいたし

ております。 

 したがいまして、そのようなことを踏まえな

がら、この小さな拠点、集落生活圏という言葉

にもなろうかというように思っておりますけど

も、地域で安心して暮らし続ける仕組みづくり

が大事だという中におきまして、これは第２次

進化まちづくり検証委員会の中においても打ち

出された一つの考え方でありまして、それを踏

まえながら対応していかなきゃならないという

ように思っておりまして、平成27年に地域コミ

ュニティ再構築方針というのをまとめました。

この地域コミュニティ再構築方針といったもの

を踏まえながら、ただいまいろいろ言いました

ように、新たな仕組みに持っていこうと。 

 そして、平成28年から３カ年かけまして、地

域づくり講演会の開催や、各町単位でのさまざ

まないろんな視察研修なども行い、さらには、

地域まちづくり一括交付事業といったような新

たな支援制度も、その中に取り組んだという一

つの経過があるわけであります。この経過の中

で十分考え方がといっても、市のほうにおいて

も、どのような中には仕組みづくりをするとい

う部分においてのしっかりとした部分、やっぱ

り意見を聞くという中で、昨年、市長と語ろう

会のテーマに持ち込み、ことしの４月には、議

員の皆様もそれぞれこのテーマに基づいて、市

民の皆様と向き合っていただいたということに

なるわけでありますから、これは私も非常にあ

りがたいし、また、そのようなかみ合わせをし

っかり大事にしていかなきゃならないかという

ように思っておりますので、これは愚直という

言葉があるわけでありますけども、パフォーマ

ンスじゃなくして、そのような愚直な取り組み

の中から、市民の皆様の理解を、そして、御質

問にありましたとおり、もうみずから動き出そ

うという、もう次のステージに行くように準備

委員会を立ち上げようというような地区もでき

ておりますし、全くの我々主導でやっていこう

と。もう市の方針決定を待つよりも動こうとい

う、そのような動きも出てきておりまして、私

は、ある意味では拍手を送っているわけであり

ます。ですから、そのような動きとしっかり歩

数、歩数というよりも歩調を合わせながら、一

つの事例を一つ一つつくっていくということに

なっていくんじゃないのかなというように思っ

ているとこでございますから、そのための周知

活動、これもしっかりと対応してまいりたいと

いうように考えているとこであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  ぜひ地道に、愚直に、

着実に丁寧な説明を市民の皆様によろしくお願

いいたしたいと思います。 

 総務省から出された資料には、「中山間地等

の集落生活圏、複数の集落を含む生活圏におい

て、安心して暮らしていく上で必要なサービス

を受け続けられる環境を維持していくために、

地域住民が自治体や事業者、各種団体と協力、

役割分担しながら、各種生活支援機能を集約し

たり、確保したり、地域の資源を活用し、仕

事・収入を確保する取り組みを小さな拠点づく

りといい、小さな拠点づくりを担う住民主体の

組織の一つに、地域運営組織があります」と記

述されています。これからは、より一層地域の

自立が求められることは明白でありますが、こ

の自立型地域運営組織へ誘導するために、住民

への意識の醸成をどのように図っていくのかに
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ついてお尋ねをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま総務省のほう

で示した集団生活圏構想というもののくくりの

中における一つの考え方が示されました。これ

を当市に当てはめてみた場合に、まさに小さな

拠点ということにもなっていくんではないか。 

 ただ、この小さな拠点、白いキャンパスに何

かを、新たな拠点をつくるんじゃなくして、昭

和45年からさかのぼったこの一つのコミュニテ

ィとしての１市10カ村というところをしっかり

と捉えれば、一つ一つ生活圏の中における小さ

な拠点を形にすることができるんじゃないのか

なというように思っておりまして、住民自立型

の地域づくりという部分におきまして、やっぱ

り住民、市民の皆様の意識、さらには啓発とい

ったようなものもやっぱり大事じゃないかなと

いうように思っておりますので、まちづくり計

画が、それぞれの地域で市民の、住民の皆さん

の参加のもとに計画が策定されました。そして、

その中におきまして、改めて地域を知ることが

できたと。さらには、みんなで地域を考える、

そのような新たな場ができたというような、そ

のような非常に前向きな積極的な発言もいただ

いているとこでございますから、これは大変心

強いことなわけであります。 

 したがいまして、このまちづくり計画といっ

たようなものをしっかりと進行管理をしながら、

その中の進行管理の中で周知という、自立型と

いう部分の中にそのような環境をつくっていく

ということになるんではないのかなと。一つこ

の問題は、簡単に一つのパフォーマンスの中で

形づくれるとは思っておりません。だから、先

ほど言いましたように、愚直にと言ったのは、

その中にもあるんじゃないのかなというように

思っております。小友町の居酒屋だとか、青笹

町のかたるべわいわい館であるとか、こないだ

も青笹のほうからは、かたるべという中に今度

赤ちょうちんをやることになったぞとか、青笹

100景といったものをつくったぞというような

話も聞きました。そのような動きが随所に出て

きている。そのようなのが随所に出てきている。

そのような一つのあれをしっかりと受けとめる

ようなものの中から、周知というよりも、意識

といったものをその中で醸成をしていくという

ことになるには、誰でもそうですけども、手応

えを感じると、やっぱりうれしくなるもんなん

です。また、やる気も出てくるわけであります。

そのような一つの動機づけといったようなもの

も、この自立型というものにも見出すことがで

きるんじゃないのかなというように思っており

ますから。 

 そして、先ほどの答弁とちょっと前後いたし

ますけども、この６月24日には、小さな拠点に

よる地域づくり推進会議というものを立ち上げ

ることといたしました。それには、区長会の会

長さん、地連協の会長さん、それから市民セン

ター運営協議会の会長さん、それから、この部

分につきましては、県立大学の吉野教授が、こ

の進化まちづくり検証委員会の主要なメンバー

といたしまして、しっかりしたコミュニティを

つくろうという一つの御意見をいただいてきた

方でありますから、吉野先生にも参画いただき

ながら、これをしっかりとこの市民会議の中で

合意形成をしながら、一つ一つ前に進んでいこ

うというような組織を本格的にスタートをさせ

ながら、多くの市民の皆様にその議論の経過も、

もちろん議員の皆様にもしっかりとその議論の

経過も情報提供をしながら、一緒になって、と

もどもになって、この小さな拠点づくりの方向

に進んでまいりたいというように思っていると

こでございますから、これもまた御協力も、ま

たよろしくお願いを申し上げたいと思っており

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  地域まちづくり計画の

ワークショップには、私も地元で数回参加しま

したけれども、何よりもやはり地元の、何とい

いますか、住民の気持ちが一緒になって醸成し

ていくことが必要であると私は考えております。 
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 次の質問ですが、ある地域で、地連協という

組織は、当初、地域の各種団体の連絡調整的役

目でスタートした。それが、いつの間にか地域

づくりの役目に変わったという声もありました。

小さな拠点は、これまでの自治会や地連協とど

のようにリンクしていくのか、行政がどの程度

どのようにかかわってくるのかという不安の声

もあります。この点についての見解をお尋ねし

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この地連協という、地

域づくり連絡協議会という組織が各地区にある

わけであります。これまでの地域づくりという

取り組みは、この協議会が中心と、主体的に担

ってきたという一つの経過があります。そして

また、一方においては、ただいま御質問にあり

ましたとおり、連絡調整機能が主となり、そし

て、地区センターへの依存度が強いという部分

の指摘もありました。これは、ある意味におい

ては、何もおかしいことではない、当然と言え

ば当然。役所もそのような役目も果たさなきゃ

ならないという部分はあるわけでございますか

ら、要するに、みずからが新たな事業を企画し

ながら、自治の精神に基づいて取り組むという

部分については、ちょっとその部分は機能して

いなかったんではないのかなということもある

わけであります。行政サービス等の維持が、職

員数も減り、そのような中で維持が非常に厳し

くなってきている。したがって、行政と住民組

織が協働で事業に取り組むといった、この市民

協働、官民一体の市民協働といったようなもの

が求められてきているということは、御案内の

とおりだというように思っているところであり

ます。そして、その中に、行政と地域が対等な

関係で事業に取り組むというそのようなことが、

地区センターから言われたからやるんじゃない。

文字どおり対等な関係に持ち込むという部分も、

やっぱりあの意識という部分においても大事じ

ゃないのかなと。だから、その意識の啓発、あ

るいは意識改革といったのも、その中に求めて

いかなければならないかというように思ってお

りまして、地区センターの担当の力という、そ

のようなものから、それぞれの地域の皆様の力

も対等な立場であれすると。そういうそのよう

なものに持っていかなきゃならないかというよ

うに思っております。 

 そういった中におきまして、これからの一つ

の取り組みでありますけども、地域づくりの取

り組みのシステムを変更という形に小さな拠点、

そういったときに、やっぱりその一つとして、

手法として考えられるのが、地区センターの指

定管理者制度に持っていくということにも、や

っぱりつながっていかなきゃならないんじゃな

いのかなというように思っておりまして、その

ようなことを考えれば、地区センターの一つの

活動拠点を、継続を維持しながら新たな体制に

取り組むという部分におきましては、それぞれ

の自発的な動きも出てきておりますから、やは

り一番は、私は、そういった部分に踏み込むた

めには、人材だというように思っております。

リーダーをどのようにその方々と発していくか。

リーダーが、あるいは地域に信頼される方がい

ると、やっぱり動きます。したがって、そうい

う人材をどのように育成をしながら、あるいは、

そういう方々のやる気を、しっかりとやっても

らうための環境をどうしたらいいのかというこ

とについても、やっぱり考えていかなきゃなら

ないんじゃないのかなというように思っており

まして、繰り返しますけども、問題点を指摘す

るだけでは、その方、リーダーにはついていけ

ない。やっぱりきちんとこうしましょうと言う

人の中には、やっぱり地域住民の方々はついて

いくんじゃないのかな、そういう人材が各地域

にしっかりと足腰を持ってもらえれば、私はこ

の小さな拠点にしっかりと持ち込むことができ

るんじゃないのかな、やはり人材ではないのか

なというように考えているところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩いたします。 

   午後２時02分 休憩   

────────────────── 

   午後２時12分 開議   
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○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 引き続き一般質問を行います。９番瀧本孝一

君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  先ほどの御答弁は、対

等な関係でやっていかなければならない、そし

て何よりもリーダー、人づくりが大切であると

いうふうな答弁をいただきました。 

 次の質問に移ります。市民の中には、小さな

拠点づくりによって、地区センターから職員等

が引き上げられるという心配をしている人もい

ます。将来的には地域運営組織が自立できて、

しっかりとした時点で指定管理者制度へ移行す

る構想であると伺っていますが、その方向性で

間違いがないのかどうかを確認いたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  方向性というひとつの

話でありましたから、その認識に基づきまして、

ちょっと今の現状等についてお話しいたします

けども。人口減少に伴いまして職員も減少して

きているということは事実であります。この中

で、いろんな行政ニーズが、じゃあ人口減少に

伴って減っているかとなれば、減っていない、

逆にふえているというような状況の中に、今あ

るわけであります。そこをどのように乗り切る

かという分においては、やっぱり住民自治とい

うひとつの立場に立っての安心安全といったも

のを、そのコミュニティをそこに形づくってい

かなきゃならないという、そういう認識の中で、

これも繰り返しになりますけれども、カント

リーパーク構想やら市民センター構想を原点と

しながら、それを踏まえながら、その理念を持

ちながら、小さな拠点に移行していくというこ

とになるわけでありますけども、地区センター

のこの指定管理者制度の移行は、あくまでも地

域との合意形成、あるいは先ほど申し上げまし

たとおり、人材をどのように育成していくのか

という、やっぱりリーダーがいなければなりま

せん。 

 さらには、実務研修のようなものを行いなが

ら、やはりこれまで行政が担ってきた部分をし

っかり対応できるような、そのような実務とい

う部分においても、ある程度のノウハウを持っ

た人材を、その中で入れなければならないとい

うことになるわけでありますから、その地域の

熟度に応じて段階的に移行するという方向にな

るのではないのかなという議論を、今行ってい

るところであります。 

 大体この期間につきましては、今、令和元年

でありますから、令和２年から始まりまして、

おおむね大体二、三年という中で見通せないだ

ろうかというような、そのような一つのシミュ

レーションをいたしているところであります。 

 それを踏まえまして、いろいろ議論を深めな

がら、９月定例会におきましては、あくまでも、

これはできる規定ということになるわけでござ

いますけども、地区センターを指定管理するこ

とができる、そのような条例改正も視野に入れ

ながら、今作業を進めていると。もちろん、こ

れが議員各位にもしっかりと相談をしなければ

ならない案件でありますので、その辺を踏まえ

ながら、噛み合わせた議論の中から、そのよう

な９月定例会に向けての作業を進めてまいりた

いというふうに思っております。 

 ただ、この場合におきましては、今指定管理

者制度に移行するというような中で、この令和

２年から段階的にという話をしましたけども、

これと同時並行に作業を進めなきゃならないこ

とがあります。それは、行政区の再編、さらに

は支援制度、そのようなものも、どのようにし

っかりとした制度設計をするのかということが

なければ、やはりそれこそ、ただ管理制度に持

ち込んだから、あとはやれということになって

しまった、そんな無責任な対応はできないわけ

でありますから、この行政区の再編問題、ある

いは支援制度をどのように、しっかりした制度

設計ができるのかということも、あわせて検討

しなければならないという、そのために、先ほ

どちょっと答弁の中で申し上げましたとおり、

推進会議といったようなものを立ち上げながら、
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実は４月１日付でもちまして、理事制度を設け

ました。 

 １人の理事は、ふるさと公社の常勤副理事長

として、その職の中で引っ張っていってもらう

ことにいたしました。もう一人の理事は、この

地域づくりという部分におきまして、しっかり

としたその地域の方々の合意、合意というか意

見をしっかり踏まえながらという部分におきま

して、４月から５月にかけまして、90の行政区

長さん方といろいろヒアリングというよりも懇

談をしていただいた、その結果も、この間、報

告書として私のところにも上がってきておりま

すので、それを踏まえながら、この小さな拠点

による地域づくり推進委員会の中で合意形成を

しながら、一つ一つ課題を解決するという、そ

のような方向に持っていきたいというふうに考

えているところでございますので、さらには、

この支援制度につきましても、地域づくり連絡

協議会の交付金等の直接支払いということも、

やっぱりなければならない。やっぱりそれは、

もうしっかりとしたプログラムを組んで、地域

のために活用してくださいよという、一括交付

金の方向に持っていかなきゃならないんじゃな

いのかなというように思っているところでござ

いますので、そういったときには、自治会と行

政区の住み分けをどうするのかという部分を考

えていかなきゃならない。したがって、さまざ

ま課題が、そのとおりあるわけでありますから、

そのようなひとつのプロセスを大事にしながら、

この作業を進めてまいりたいというふうに考え

ているところでございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  何よりも地域の合意形

成を大事にしながら、実務研修などもやって、

地域の熟度に応じて進めていくということと受

けとめました。大事なことであると思います。 

 このテーマの最後の質問になります。少子化

で地域から子どもや若い人がどんどん減り、高

齢者も頑張ってはいますが、地域の活力が衰退

していくのは、ある意味仕方がないことかもし

れません。地域運営組織が地域住民で完結でき

れば、それに超したことはありませんが、それ

が難しいところも予想されます。 

 市長は、先ほども申し述べましたが、常々人

づくりの重要性を申されていますが、人づくり

の一つの方法として、地域おこし協力隊の活用

も考えてみてもいいのではないでしょうか。現

在の企業型協力隊に限らず、その方面が得意な

人もいると思われ、地域の期待と刺激と交流人

口の拡大にもつながるかもしれません。見解を

お尋ねいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この人材という部分に

おきまして、地域おこし教育力隊の活用などは

どうだろうかというふうな、そのような御質問

でありました。 

 今、遠野市の地域おこし協力隊は、ローカル

ベンチャーという中で起業型、業を起こす起業

型の切り口の中で位置づけているわけでありま

して、ホップやどぶろくといった中で、この市

の特産品を活用したさまざまな業起こしに真剣

に取り組んでおりまして、３年後の自立を定着

を目指している中で、今懸命に頑張っていただ

いております。 

 御質問の中には、もう一方では、この人材と

いう分においては、刺激という部分もありまし

た。そういった意味においては、地域おこし協

力隊のしがらみのない、そしてまた世界的な情

報といったものの中でのひとつのアンテナを高

く持っている方々を、この指摘という部分にお

いては、やはり戦力の一つじゃないのかなとい

うふうにも考えているところでありまして、こ

の隊員の取り組み状況につきましては、一つは、

主体性を持ちながら地域資源を活用した新たな

付加価値を、ひとつ生み出してほしいというこ

とで、ローカルベンチャーという切り口にした

わけでありますけども、文字どおり専門的な知

識がある、そして、地元視点とは違う新たな感

覚というのも持っているという部分は、地域づ

くりを進める上でも、そのノウハウを生かす人
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材として大いに期待できるんじゃないのかなと

いうふうに思っておりまして、さまざまいろい

ろ検討する中においても、地域おこし協力隊の

ひとつの今の活動状況などをしっかり総括しな

がら、これを定着させ、地域づくりにも取り組

むような戦力にならないだろうかと。そういう

人材はいないだろうかということを常に問いか

けているところでございますから、その中から

１人でも２人でも新たな戦力をゲットできれば

なというようなことも検討の材料に入っている

ということでありますので御了解いただければ

と思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  ぜひその方向で人材を

発掘していただきたいと思いますし、１つ例を

挙げれば、達曽部の地区センターの所長さんは、

四国の出身の方で、自衛隊を終わって、一生懸

命、今地域づくりに奮闘されておりまして、地

域でも本当の大きな力になっているということ

を申し上げます。 

 次に、２つ目のテーマの「高齢者先進安全自

動車購入補助金制度創設について」と題した質

問に移ります。 

 近年、高齢者が関係する高速道路の逆走や重

大事故が多発する傾向にあり、社会問題化して

いる矢先、４月19日には東京池袋で、元通産省

の高級官僚だった人の運転する車が、ブレーキ

とアクセルの踏み違いと思われる暴走で、横断

歩道を自転車で渡っていた親子をはねて死亡さ

せ、５月８日には、高齢者ではありませんでし

たが、滋賀県大津市で、直進車と右折車が衝突

し、はずみで直進していた軽自動車が散歩中の

保育園児の信号待ちの列に突っ込み、幼い園児

２人が死亡、引率していた保育士や他の園児、

多数のけが人が出た、無念としか言いようのな

い事故、さらには、６月４日、九州福岡市で、

中央線をまたいで時速100キロを超える猛ス

ピードで交差点に突入し、多数の車を巻き込ん

で高齢運転者夫婦が亡くなった事故が、ドライ

ブレコーダーの衝撃映像が繰り返し流され、連

日マスコミをにぎわしました。 

 昨日も、岐阜県各務原市のホームセンター内

の駐車場で、78歳の高齢男性の車がアクセルと

ブレーキを踏み違え、店舗に突っ込んで２人が

負傷するという事故も発生しております。けが

をなされた方には、お見舞いを申し上げ、不幸

にも巻き込まれてお亡くなりになった方には、

心よりお悔やみを申し上げます。 

 大きく報道されないまでも、高齢者が絡む事

故は連日のように全国各地で発生しており、適

性試験の厳格化、一定年齢での免許返納など、

その対策が急がれているところでもありますが、

特に地方において、本市のような中山間地では、

買い物、通院など日々の暮らしに車は必需品で

あります。 

 最初に、昨今の、特に高齢者が関与して身体

の衰えや認知機能の低下、アクセルとブレーキ

の踏み違いと思われるような事案の悲惨な交通

事故が報道されている現状を、私は非常に憂慮

しておりますが、市長はどのように捉えている

のかについて、その心情をお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この高齢化というひと

つの時代の中にありまして、この車社会であり

ます。そのような中で、この事故が起きている、

今の中でいろいろお話がありました。一つの大

きな社会問題にもなっている、この分において

は、まさに交通事故がそうでございますけども、

被害者も加害者もないというような、そのよう

な悲惨な状況を生むわけでありますので、よほ

ど注意をしなければならないということは、も

う言うまでもなく当然なわけであります。 

 そのような中で、この市内の状況で、現状も

含めながら、これをしっかり認識しなければな

らないという意味におきまして、ちょっと数字

を申し上げます。平成30年の人身交通事故発生

件数は、市内では平成30年度には59件、うち高

齢者ドライバーによる事故が18件、割合にいた

しますと30％ということになっております。そ

して、この事故の比較をいたしますと、平成30
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年度で30件と申し上げました。これは大体、平

成28年では34％、件数にしますと12件、平成29

年は件数にしますと９件、割合にしますと20％

で、平成30年度は18件、30％ということになっ

ております。これをちなみに、県内におきまし

て、八幡平市とか二戸市という自治体と比較し

ますと、事故割合は低いものの高齢者の方によ

る事故件数は遠野が一番多いという状況にもな

っております。 

 さらにはもう一つは、この運転免許の返納の

問題であります。これも、やはり今自主返納件

数は、２年連続で100人を超えているという数

字になっております。平成28年は50人、平成29

年は103人、平成30年は105人というこの数字を、

やはりこの八幡平市とか二戸市と比較しますと、

八幡平市は64件、平成30年度で見ますと64件、

二戸市が96件ということでなりますから、この

100人という数字を見ると若干多い結果という

ことになっております。ことしの４月から５月

までの返納数の昨年対比をちょっと見てみまし

た。４月は９人で昨年と同数、５月は６人から

16人と大幅に増加しているところであります。 

 したがいまして、この免許の自主返納も多分

ふえてくるんではないのかなというふうに予想、

想定をいたしているところであります。ただ、

公共交通機関が乏しい遠野市のような状況にあ

りましては、まさに足が奪われるということに

なるわけでありますから、その辺のところをど

う対応していくのかという部分もしっかり考え

なきゃならない。国もいろいろ検討を始めてい

るように聞いているところでございますから、

この自動車が運転できない、そのようになると、

日常生活そのものに文字どおり支障を来してし

まうという現実があるわけでございますから、

国が高齢者免許制度の創設を検討しているとい

う話も伝わってきております。それから、安全

装置付自動車の運転に限定した免許を制定した

もので、この高齢者免許制度の創設を検討して

いるということでございますから、そのような

動きもしっかりと見極めながら対応してまいり

たいというふうに思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  ただいまは、高齢者の

事故とか免許の返納を、数字を挙げて答弁して

いただきました。やっぱり近年ふえているとい

う状況がわかりました。しかし、どうしても地

方においては車を手放せない人がいるわけです。

そこで次の質問に移ります。 

 一方においては、このような現状の中、最近

の車に装着される安全装備の登載については、

各段に進歩して目を見張るものがあります。エ

アバッグやエアカーテンなどは当たり前になり

つつあり、全周囲カメラが登載され、駐車アシ

ストシステム、衝突軽減ブレーキ、車線維持支

援制御装置、車線逸脱警報装置、ブレーキとア

クセルの踏み違い防止装置、先進ライトなど、

安全運転への支援と運転者負担軽減の装備が普

及しつつあります。 

 市長は、このような先進安全装備を搭載した

自動車について、どのような認識と評価をお持

ちなのか、御所見をお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この技術革新の中で、

自動運転というようなものも現実化を帯びてき

ているという状況にあるわけでありますけども、

しかし、まさに足としての自動車といったもの

は、特に地方にあっては避けて通れない。今、

御質問の中にありました自動ブレーキ、ペダル

踏み違い時加速抑制装置、さらには車線逸脱警

報装置、ふらつき注意喚起装置、まさにいろん

な名前の中で技術が開発されてきているわけで

ありますから、やはりこれはしっかりと受けと

めなければならないかというふうに思っており

まして、こういったようなものを高齢者の方々

にしっかりと利活用してもらうという部分の、

そのような環境づくりも、やっぱり自治体とし

ても安心安全、生活を確保するという部分にお

いては、やはり大事な一つの取り組みではない

のかなと思っておりますし、本当に想定以上に

技術革新といったものは、どんどん進んできて
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いるという部分を、しっかりキャッチというか

捉えながら、この高齢ドライバーの方々へのひ

とつの対応についての仕組みづくりも、また、

していかなければならないかというように思っ

ています。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  そういった装置のつい

た車を、高齢者にしっかりと今後、対策をとっ

ていかなければならないということですが、交

通事故は、ＡＩ──人工知能の発達により自動

運転が可能になれば、なくなるというと予想す

る人もいます。しかし、現状では、高齢者とい

えども、免許の返納はなかなか難しく、特に当

市のような公共交通網の行き届かない地方にお

いては、足がわりとして自家用車での移動に頼

らざるを得ません。 

 そこで、少しでも交通事故抑止や、免許を返

納したくても返納できない高齢者などの交通弱

者対策として、先ほど述べた先進安全装備を搭

載した車の購入や、既存の車に後づけの防止装

置を装着する場合において、補助制度を創設す

る考えについてお尋ねをいたします。 

 この補助制度、早いところでは、平成28年度

から始まった自治体もあり、愛知県豊田市では、

４月１日から実施した28年度の申請件数は970

件、翌29年度は1,456件の申請があり、平成30

年度からは制度が廃止されたとのことです。当

初は３万円から５万円程度の金額が多いようで

したが、本県八幡平市では、ことしの４月から

３年間の期間限定で、最高10万円の補助制度を

打ち出しています。当然、装備されている先進

装置の種類など細かな補助要件はどこの自治体

でもありますが、車を手放せない高齢者に対す

る交通事故抑止対策の一環と、高齢者にも優し

いまちづくりの生活支援策になり得ると私は強

く確信をするものであります。 

 加えて、この質問通告書を提出した翌日、東

京都の小池百合子知事が、11日の都議会の代表

質問の答弁で、ブレーキとアクセルの踏み違い

による急発進を防ぐ装置を買った高齢者に購入

設置費の９割を補助すると明言しました。この

装置の購入、設置には、３万円から９万円ほど

かかるケースが多く、補助によって自己負担は

3,000円から9,000円ほどで済み、１年間程度に

限った措置で購入、設置を強く促すとのことで

あります。 

 市長、八幡平市にはおくれをとりましたが、

当市でもこのような高齢者に優しい補助制度を

早急に創設し、少しでも交通事故抑止に資する

遠野市を目指そうではありませんか。考えをお

尋ねいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  高齢ドライバーという

中で、いろいろやりとりをしているわけであり

ますけども、加害者も被害者もない悲惨な状態

を生み出す。それからかけがえのない命という

ものが、その中には奪われるというような現実

もあるわけでありますから、やはりそういった

意味においては、この問題も放置しておけない

問題。今豊田市の例とか、県内では八幡平市の

例がありました。あるいは東京都の事例なども、

今紹介がありました。そのような動きが、全国

の自治体の中にも出てきているということは、

私も十分承知をいたしております。 

 優しいまちづくり、共生社会という一つのコ

ンセプトの中で、パラリンピックもという中で、

今準備を進めているわけでありますけども、こ

の共生というのは、やはり共生社会というのは、

加齢に伴う高齢という部分ともまさに共生をす

るという部分も、その中にあるわけであります

から、パラリンピックだから障がいのある方々

云々ばかりじゃなくて、そのような加齢に伴う

障がいといったようなものに対しても、やっぱ

りしっかりとした環境づくりをしていかなきゃ

ならないというのが、これからの遠野のまちづ

くりの大きなテーマの一つではないかなと思っ

ておりますので、これを検討するということに

なろうかというように思っておりますし、また

検討もしなければならないかというように思っ

ておりますけども、ちなみに、総合交通対策事
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業といたしまして、この廃止路線、それから廃

止路線代替バスがあります。それからデマンド

バス、市営バスの運行、そして定額料金バスの

運行等の補助という中で、平成30年度に6,543

万円ほどの予算を計上しているところでありま

すので、この公共交通機関としての総合交通対

策事業としてのこのような事業とどのような形

でのこの制度創設をするのかということにつき

まして、この6,543万円というひとつのこの助

成事業との中で、今の問題をどのように制度設

計するのかということを、あわせて考えていき

たいというように思っているところでございま

すから。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  片や、総合交通対策事

業という面も含めて、これから検討していくと

いうことでありますが、私はぜひとも早目に制

度設計をお願いしたいというふうに思います。 

 最後のテーマ、農地集積についてと題し、現

状や課題等について、農業委員会、千葉会長に

お尋ねをいたします。 

 最初におことわりをしておきますが、私の勉

強不足から、農業委員会と農林課の所管業務の

ライン引きがよくわからない部分もあります。

しかし、連携をして、農業、農地の業務に携わ

っているとも伺っていますが、失礼があるとき

は御容赦を願い、答弁できる範囲で結構ですの

でお答えを願うものであります。 

 ６月８日の日本農業新聞に、「農地集積伸び

鈍化」という見出しで、「政府目標と24ポイン

ト開き」というサブタイトルのついた記事が掲

載されました。2014年度にスタートした農地集

積バンクは６年目に入り、昨年度農地中間管理

機構、農地集積バンクが新たに担い手に集積し

た農地面積は１万6,364ヘクタールで、前年度

から５％減ったが、担い手への集積率は、前年

度から１ポイント増の56.2％となったものの、

2023年度までに８割を目指す政府目標との差が

24ポイント開き、最近は伸びが鈍化して着実な

集積、集約に結びつけることができるかどうか

が問われているといった内容の記事でした。 

 この事業は、市と県が一体となって集積を推

進していると理解をしていますが、農林水産省

は集積への機運が高かった平たん部での取り組

みが一巡した、一方、条件不利地は、最初から

話し合いを始めなければならず、実績に結びつ

いていない地域も多いと分析をしています。 

 最初に、農林課の所管部分になるかもしれま

せんが、着実に遊休農地がふえていると感じら

れる近年、出し手と受け手のマッチングによる

市内農地集積の現状などについて、農業委員会

として持ち合わせている数値等があればお知ら

せを願います。 

○議長（浅沼幸雄君）  千葉農業委員会会長。 

   〔農業委員会会長千葉勝義君登壇〕 

○農業委員会会長（千葉勝義君）  瀧本孝一議

員の一般質問、農地集積についての御質問に答

弁いたします。 

 市内農地集積の現状についてでありますが、

先ほど議員がおっしゃったとおり、国では、20

23年度までに農地面積の80％を農業法人や集落

営農組織、並びに認定農業者等、担い手へ集約

し、農地の利用集積、集約化を図ることを目的

として、農地中間管理機構による農地中間管理

事業を創設いたしました。 

 なお、市の農林課からのデータでありますが、

管内の農地面積は約7,100ヘクタールでありま

す。そのうち担い手への集積率は、農地中間管

理事業を含む農業経営基盤強化促進法等による

貸借と作業受委託により、平成28年度は2,795

ヘクタールで、割合にしますと39.4％、平成29

年度は2,820ヘクタールで、割合にしますと39.

7％、平成30年度は2,823ヘクタールで39.8％と

なっており、ここ数年は微増ではございますが、

推移してございます。 

 なお、集積率の鈍化の主な原因は、平場から

中山間地域に集積地域が移行してきたことによ

り、担い手への集積が進めにくいことが考えら

れます。条件の不利な地域での農地の集約が今

後の課題かと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 
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   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  市内農地7,100ヘク

タールのうち、約４割が担い手等への集積にな

っているという答弁でありました。 

 次に、営農組織を持っている地域と営農組織

がない地域、言いかえれば、平たん地や好適地

と山間地や条件不利地では、集積にも差がある

と想像されますが、その現状を把握しているな

らば、実態について伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  千葉農業委員会会長。 

   〔農業委員会会長千葉勝義君登壇〕 

○農業委員会会長（千葉勝義君）  営農組織を

持たない地域の現状、実態についてでございま

すが、圃場整備を契機に、農地中間管理事業を

活用して、大規模に農地を集約化して農業経営

を行っている農事組合法人が、市内に３団体あ

ります。そのほか、集落営農組合が18団体あり、

合わせて21団体の営農組織が市内にございます。

営農組織を持たない地域につきましては、個人

の担い手により集約されている地域ほかの地域

からの入作によっている地域など、さまざまと

認識してございます。また、中には担い手が全

くいない地域があることも承知してございます。

営農組織を持っている地域と営農組織がない地

域では、営農組織を持っている地域が集積が進

んでいると捉えてございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  そのようなことではな

いかなというふうには予想しておりました。今

後は、その組織を持たない地域が課題となって

くると思いますが。 

 次に、ところで、おとといの同じ日本農業新

聞では、「棚田存続黄信号、もう最後かも」と

いう見出しで本県一関市と宮城県丸森町の棚田

が、高齢化や人口減少、後継者難で、その存続

が危ぶまれ、ことしが最後の田植えになる可能

性や、面積を半分にしなければやっていけない

旨の記事が１面の写真入りで紹介されておりま

した。 

 どこの地域でも農業の後継者難で厳しい現実

がある中、よその出来事とは思えません。農業

委員会の立場から見て、農地集積や農業振興に

大きな役割を果たしている担い手の発掘や育成

について、どのような御見解をお持ちであるの

かお尋ねをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  千葉農業委員会会長。 

   〔農業委員会会長千葉勝義君登壇〕 

○農業委員会会長（千葉勝義君）  担い手の発

掘や育成についてでございますが、担い手の発

掘や育成の直接的な窓口は市となります。新体

制となった農業委員会の必須事務として、農地

利用の最適化の推進が位置づけられています。

３つの事務の中に、新規参入の促進のための活

動がございます。具体的には、農業委員19名と

今年度新設された農地利用最適化推進委員26名

が密接に連携して新規参入を希望する方の相談

に乗り、市の窓口へつなぐ役割を担います。 

 あわせて、農地の取得や貸借などの調整、農

地法等に基づく申請手続の支援なども行ってご

ざいます。そのため、今後、ますます農業委員

会と農地中間管理機構との連携が不可欠と考え

てございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  担い手の発掘や育成は、

農林課が窓口であるという御答弁でありました。

それと連携して、農業委員会でも新規参入につ

いて頑張っているというお話でございました。 

 最後に、農業委員会と当局担当部署の農林課

は、例えれば車の両輪だと私は思います。会長

として、農業委員、農地適正化推進委員を統率

しながら、当局との良好な関係はもとより、密

接に協力、連携し、当市の農地の賃貸や移譲、

耕作放棄地の抑制等の適正管理を主体として、

農業振興の一翼を担っていただきたいと思いま

す。 

 最後に、会長としての抱負と、今後の農地集

積の見通しや課題についてお尋ねをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  千葉農業委員会会長。 

   〔農業委員会会長千葉勝義君登壇〕 

○農業委員会会長（千葉勝義君）  今後の見通
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しと課題についてでございますけども、農業委

員会では、農地等の利用の最適化に想定される

課題等への対応のため、本年２月から３月にか

けて、現状と今後５年程度を踏まえた農家の意

向を把握することが急務と考え、市内全農家を

対象とした農家意向調査を実施いたしました。

市をはじめ、関係機関、団体と情報共有し、今

後の農地集積の推進の基礎資料とするため、現

在、調査結果の取りまとめを進めているところ

でございます。 

 市では、地域農業マスタープランを平成25年

３月に策定し、以後、毎年見直しを行ってござ

います。県による市町村への説明会も終わり、

この後、農地集積集約化のための市、農業委員

会、県をはじめとする関係機関、団体が連携し

た推進チームが組織されます。人・農地プラン

を作成するのは、あくまで地域の話し合いとな

りますが、農業委員及び農地利用最適化推進委

員は、農家意向調査の結果を生かしながら、こ

の話し合いに参画してまいります。出し手とな

る方、受け手となる方が、話し合いに多くの方

に参加していただくことが課題であり、成功の

カギと考えてございます。人・農地プランの実

質化により、農地集積が図られるよう、農業委

員、農地利用最適化推進委員が一体となって取

り組んでまいります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  地域の農家の多数の参

画が、今後の農地利用を決定づけるというふう

に捉えました。本市の一次産業が少しでも活性

化につながるように願いまして、これで私の一

般質問を終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩いたします。 

   午後２時52分 休憩   

────────────────── 

   午後３時03分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 次に進みます。17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  今議会最後の質問

者、佐々木大三郎でございます。事前通告に従

い、市長に対して、一問一答方式により、大項

目２点について伺います。 

 質問の１点目は、遠野市の財政状況と今後の

対応策について、２点目は、遠野東工業団地の

整備状況について伺います。 

 まず１点目の、遠野市の財政状況と今後の対

応策についてですが、今年度も市民の皆さんに、

「もっと知りたい遠野の予算」という、「広報

遠野」が全戸配布されました。既に市民の皆様

も読まれて御承知のことと存じますが、記載内

容は、当年度当初予算額が179億9,000万円、こ

れは前年度比で1.2％増ということで、市長の

施政方針や予算の特徴、収入と支出の予算概要、

そして大綱別の主な事業内容が紹介されており

ます。 

 予算のテーマは、「地域の活力で未来へつな

げる予算」となっており、市民一人ひとりが取

り組める健康づくりと、子育て環境のさらなる

充実に向けた子育て支援、そして小さな拠点を

中心とした地域づくりの３つを重要施策として、

遠野スタイルの実現に総合力で挑みますという

ことになっております。 

 これらの施策は、市民の日常と将来生活に活

力をもたらし、豊かで安心して暮らせる地域を

目指す予算となっていることから、市民の皆さ

んは大いに歓迎し、期待しておられることと思

います。ぜひこれらの事業を着実に実施してい

ただいて、大きな成果と市民の満足度向上につ

なげてほしいとエールを送らせていただきます。 

 さて、既に御案内のとおり、地方公共団体の

財政の健全化に関する法律が平成21年に施行さ

れたことにより、各自治体には健全な財政を維

持する経営能力が問われるようになってきてお

ります。 

 そこで伺います。現在の遠野市の財政状況は

健全であると言えるでしょうか。あるいは、心

配な面もあるということなのかどうか、その辺

について市長に伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 
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   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  佐々木大三郎議員の一

般質問にお答えいたします。大項目で２項目、

そして特に第１項目につきましては、令和元年

度の179億9,000万の予算額につきまして、しっ

かりと評価をいただいたと。ただ、これは編成

したものを評価いただいたよりも、これを着実

に実施するという、そしてまた成果を出すとい

うことが求められているわけでございますから、

よほどの緊張感を持って予算執行に当たらなけ

ればならないかと、改めてそのように思ってい

るところでございます。 

 そういった中におきまして、この遠野の財政

事情はということでありました。９月定例会に

なれば、さまざまな指標を議員各位の皆様にも

しっかり報告するという、そのようなものが義

務づけられているわけでございますけども、直

近の遠野市の財政状況につきまして、せっかく

のこのような御質問の機会をいただきましたの

で、ちょっと長目になるかもしれませんけども、

状況につきまして質問に答える形で状況を御報

告申し上げたいというふうに思っております。 

 質問の中にありましたとおり、地方公共団体

の財政破綻などをきっかけに、地方公共団体の

財政の健全化に関する法律が、平成21年に全面

施行されまして、各地方公共団体においては、

同法律に基づくこの比較比率の公表が義務化さ

れたという、そのような背景にあります。 

 そういった中におきまして、当市におきまし

ても、毎年度決算統計資料を作成をいたしまし

て、この法律に基づきまして、各種比率の確認

作業を行っている。この比率は、何がそれぞれ

位置づけられるとなれば、１つはこの実質赤字

比率、２つ目は連結実質赤字比率、それから３

つ目は実質公債費比率、４つ目は将来負担比率、

５つ目は資金不足比率という５種類がしっかり

と確認するようにということが義務づけられて

おりまして、これを毎年、９月定例会で報告を

しているという、そのような内容となっている

わけであります。 

 この５つの比率が、一定基準以上の数値を示

した場合においては、その数値を公表した年度

末までに、それぞれの計画期間や基本方針、さ

らには具体的な方法、方策等を示した財政健全

化計画、もしくは事務事業の徹底した見直し、

さらには組織の合理化、使用料及び手数料の変

更など、財政健全化計画よりもさらに積極的な

方策を示す財政再生計画を策定しなければなら

ないという、そのような仕組みになっているわ

けであります。各比率がどういう意味を示すか、

ちょっと答弁でありますけども、当市の状況に

ついてお話しを申し上げたいと思っております。 

 一般会計とケーブルテレビ事業特別会計をあ

わせます。で、これを普通会計というふうにな

ります。実質赤字比率とは、この普通会計に生

じている赤字額の大きさが、当市の財政規模に

対してどれぐらいの割合を示すものかというこ

とをあらわすわけであります。また、連結実質

赤字比率は、普通会計に全ての特別会計を合わ

せた全会計に、生じている赤字額の大きさを示

すものであるというように示されております。

平成29年度決算では、このどちらの比率も黒字

決算であったことから、健全範囲内であるとい

う結果となっております。 

 次に、この実質公債比率についてであります

けれども、これは借入金の返済額の大きさを本

市の財政規模に対する割合を示したもので、平

成29年度の決算は、境界線となる25％以下の13.

3％という数値ということになっておりまして、

この実質公債比率につきましても、健全な範囲

の中でおさまっているということになっていま

す。 

 したがって、この現在の当市の財政状況につ

いては、いずれも健全範囲内におさまっている

ということになろうかというふうに認識をいた

しております。 

 もう一つは、将来負担比率という一つの数値

もあるわけであります。借入金残高や債務負担

行為に基づく将来負担、将来支出が予定されて

いるひとつの額、そういったもので、現在抱え

ている負債の大きさを、本市の財政規模に対す

る割合を示した、あらわした数字でありまして、
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平成29年度の決算は、境界線となる350％以下

の76.3％という数字を示しているところであり

まして、この比率も健全財政範囲内であるとい

うことは、御理解いただけるんじゃないかなと

いうように思っております。 

 もう一つ、資金不足比率というひとつの比率

もあります。水道事業会計、下水道事業特別会

計、そして農業集落排水事業特別会計、遠野東

工業団地整備事業特別会計の４つの公営企業会

計の資金不足を、それぞれの公営企業合計の料

金収入規模と比較して、この指標化し、経営状

態の悪化の度合いを示すもので、平成29年度は

全て健全範囲内ということで、数字は出ていな

いという、そのような結果になっておりまして、

資金不足比率といったようなものも全て健全範

囲内の中に納まっているということであります。 

 なお、過去の数字につきましても、全て健全

範囲内を示しておりまして、結果的にはこれら

の数字をしっかりと把握した上で、健全財政の

範囲内にあるということが言えるんじゃないの

かなというように思っているところであります

けれども、ただ急激に社会情勢が変化しており

ます。したがって、しっかりとしたこの私がよ

く話しているんですけども、計画の着実な推進、

戦略の果敢な挑戦、そして、健全財政の健全な

運営という、この３つの着実と挑戦と、そして

堅実といったような、この３つの言葉を、しっ

かりバランスとらなければならないなという中

で財政運営を行っているところでございますの

で、御了承願えればと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  ただいま市長のほ

うから、遠野市の財政状況は、健全財政の範囲

にあるという御答弁でありました。確かに総務

省から示された直近の財政分析表では、いろん

な分析指標ありますので、その一つをもってど

うのこうのとは言えないわけですが。しかも難

しい用語が並んでいますので大変なんですが、

いずれ経常収支比率とか実質公債費比率、ある

いは公債費負担比率、そして市長からも御説明

のあった将来負担比率、これらは、国から示さ

れた基準以内におさまっておりますので、健全

財政の範囲にあると言えるかもしれません。そ

のとおりだと思います。 

 しかし、これらの指標は、類似する全国の他

35自治体と順位を比較してみますと、遠野はい

ずれも下位に位置しているのは事実であります。 

 また、当市の第３次健全財政５カ年計画、こ

の実施期間は、平成28年度から令和２年度まで

に掲げている目標に対する実績値は、初年度か

ら悪化傾向にあると私は認識しております。 

 具体的には、経常収支比率、これは財政の弾

力性の度合いを示す判断指標の一つになってい

るわけでありますが、一般的に70から80％は適

正水準で、これを超えると弾力性を失いつつあ

ると言われております。 

 この当市の目標値、87％内に押さえるという

ことに対して、平成29年度の実績値は88％にな

っております。これはここ十数年間の中では、

平成28年度に次いで２番目に悪い状況になって

おります。 

 また、実質公債費比率についてですが、これ

は地方税などの一般財源の標準的な大きさを示

す標準財政規模に対する公債費の割合を示すも

のですが、先ほど市長からも御答弁あったとお

り、目標値13％以内におさめるということに対

して、実績値は13.3％と高目になっております。 

 そして、主要３基金の残高、これ一般家庭に

例えるんであれば、３つの合計額というふうに

御理解いただければわかりやすいかと思います

が、令和元年度末の目標値24億5,100万円に対

して、見込み額は19億6,200万円と大幅に取り

崩され、毎年減少傾向が続いております。 

 一方、市債残高につきましては、平成30年度

末の目標額195億6,100万円に対し、実績額は19

8億2,600万円とわずかですが、目標値を達成し

ております。このことに加えまして、今後は人

口減少により地方税収や国からの交付金の減少

が見込まれます。さらに、高齢化に伴い、医療

費や扶助費の増加などにより、財政の悪化を招

くことが懸念されると思います。 
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 以上から、遠野市の財政状況はますます厳し

い状況下で推移するものと思われますので、今

まで以上に、それこそ市長がよく言われる緊張

感をもって事業推進に当たらなければならない

と認識しますが、市長の御所見を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ますます厳しさを増す、

よって、緊張感を持ってという、ごく当たり前

のことなわけであります。私、最近、職員に対

しては、「ゆでガエルになっちゃだめだぞ」と

いう、そのような話を盛んに話をしております。

ぬるま湯というものに浸っていたカエルがどん

どんどんどん水温が上がっているのを気がつか

ずに、いつの間にか熱湯になっておったと。逃

げ出したくても逃げ出せないままゆでガエルに

なってしまった。これは経済同友会の小林代表

幹事が、「ゆでガエルになる日本」という、そ

のような本を私に贈ってよこしました。要する

に、ゆでガエルになるなよというような、その

ような警鐘を鳴らして、私にもしっかり緊張感

を持てという、そのようなメッセージが込めら

れたものではなかったのかなと思っておりまし

て、この「ゆでガエル」という一つのキーワー

ドを職員にも常に発信をしているという部分で、

緊張感を持ってという部分は、その言葉の中に

見出すこともできるんじゃないのかなというよ

うに思っております。 

 それで、今いろいろ数値がさまざま述べられ

ました。そういった中におきまして、これも本

会議場でありますし、しっかりとこの答弁もし

なければならないということになりますので、

ちょっとこの第３次健全財政５カ年計画の目標

といったものを踏まえながらの一つの数値につ

きまして、ちょっと答弁の中で申し上げたいと

思っております。 

 毎年度ごとに、この指標的な目標だけではな

く、歳入歳出、あるいは、その歳入歳出両面で

の具体的な方策も掲げながら取り組んでいると

いうことは、もちろんであります。収支という

ことになるわけでありますから。 

 そして、この平成29年度の経常比率等につき

まして、今質問の中でいろいろ述べられており

ました。目標値の87％に対しまして、88.0％に

なったと。したがって、これは健全財政５カ年

計画の、この初年度の数字であるこの数字、92.

6％から4.6ポイントを改善したという、そのよ

うな一つの結果も得ているわけであります。 

 参考まででありますけども、直近の実態、実

数といたしましては、平成25年度の決算で、都

道府県の全国平均94.2％、市町村が92.5％、岩

手県内の平均が89.8％になっておりまして、比

較しますと、当市の88.0％とはといえば、どち

らかと言えば、この数字で見ますと、どちらか

と言えば健全に近い値であるということが、一

つ言えるんじゃないのか。もちろんそれで、何

度も申しますように、しっかりした緊張感を持

たなければならないという部分もあるわけでご

ざいますけども、決してこの数字から、この平

均等から見ても、逸脱というか底辺にあるわけ

ではない。何とかそこぐらいにとどまりながら、

頑張っているという部分について、あるんだと

いうことで認識をしていただければと思ってい

ます。 

 実質公債比率においても、平成28年度の13.

5％から平成29年度には0.2ポイントを改善いた

しまして、13.3％になったということでありま

す。 

 それから財政調整基金、市債管理基金、公共

施設等調整基金、いわゆる主要３基金、貯金と

いう話もありましたけども、この残高は、平成

30年度末の目標額25億4,700万円に対しまして、

15億100万円となり、4,600万円ほど下回ったと

いう、そのような一つの結果になっています。 

 ただ、市債残高、これも大きな数字として捉

えなければなりません。平成30年度末の目標、

195億6,100万円に対しまして、実績値は、実績

額は189億2,600万円という形で６億3,500万円

を減額することができました。そのことにより

まして、市債の発行額を償還元金以下にすると

いう、いうところのプライマリーバランス、こ

れも中におきましては、プライマリーバランス
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の黒字化に努めた結果だといいんじゃないのか

なというように思っておりまして、この部分も

しっかり評価をしていただければということを

思うわけであります。 

 議員御指摘のとおり、３基金につきましては、

ことし３月末時点では、年度末残高目標額24億

5,100万円に対しまして、見込み額は19億6,200

万円でありましたが、このたび平成30年度の決

算の見込みが出ました、平成30年度の。この実

質収支によりまして、３億1,000万円ほどを財

政調整基金に繰り入れをするという見込みにな

りまして、この現段階での見込み額は22億7,20

0万円という、そのような数字となりました。

歳入確保の取り組みといたしましては、市税等

収入対策プロジェクトチームによりますさまざ

まなこの収納率の向上に向けた取り組み、ある

いは市税の現年度分の収納率も年々向上してお

りますので、成果を上げているということにな

ろうかというように思っております。 

 少子高齢化に伴う生産年齢人口減少による地

方税の収入減、減収ですね、それから医療費、

扶助費、そういった社会保障費の増加、避けて

通れない。そのような中で令和２年度には国勢

調査が行われます。その人口によりまして、令

和３年度から普通交付税が算定されるようにな

りますと、ただいまお話ありましたとおり、こ

の地方交付税の減額は避けられない、厳しい財

政状況になるということは十分認識をいたして

おります。 

 しかし、財源がないからといって対応しない

わけにはいきません。さまざまな形でやりくり

をしなければなりません。そして、国や県から、

あるいは民間との連携の中から、財源を確保し

ながら、より質の高い市民サービスといったも

のを提供できるような、職員一丸となった取り

組みが求められるんではないのかなというよう

に思っているところであります。 

 このような中で見ますと、健全財政５カ年計

画で示した取り組みに加え、厳しい財政状況の

中、限られた財源を有効に活用し、市民の皆様

のいろんな緊急の課題に対応するための事務事

業の全般についての新たな視点から見直しを進

めていくということも、タイミングを失せずや

っていかなければならないかと思っておりまし

て、その一つの取り組みといたしまして、今年

度新たに事務事業の見直し検討プロジェクトを

総務企画部のほうに立ち上げまして、もうしが

らみのない、そして先入観のない、そしてまた

新たな視点でもって事務事業の見直しを徹底的

に行ってほしいという、そのようなプロジェク

トを立ち上げまして、必要な人的体制の問題、

将来の経費負担の問題、さらには事業費と事業

量、まさに費用対効果の面ですね、この辺もし

っかり検証しながら、この３つのバランスを見

極め、かつ役割の果たした事業や効果の薄い事

業は思い切って廃止しろと、まあスクラップ・

アンド・ビルドでありますね、スクラップしろ

と。もうこれはやってほしいと。担当課長が、

担当部長が、自分の守備範囲の中で物を考える

から、なかなか廃止や見直しってことについて

は踏み込めないと。だから、総務企画部のほう

でそれをしっかりとやれという、そのような指

示を行い、このチームを立ち上げたところであ

ります。 

 経営企画担当部長をトップにいたしまして、

政策担当課長と総務課長が、その脇におりまし

て、そこでこの事務事業の徹底的な見直しを進

めてほしいというそのような指示を行い、その

体制を今進めているところでございまして、投

資的効果の高い事業を、いかに力を注いでいく

のか、さらには、まさにきめ細かい部分の中で、

しっかりと対応、心配りするような予算を組ん

でいくのか、その辺のところが、これからまさ

に問われているんじゃないのかなというふうに

思っておりますので、議員各位にも、そのよう

な中で懸命に努力をしているということを十分

御理解をいただきながら、このような取り組み

にも、まさにいろんな形での御指導と、また御

協力もいただければということをお願いを申し

上げたいというふうに思っている次第でありま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 
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   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  遠野市の職員、特

に管理者の皆さんは、日々危機感を持って、そ

れこそゆでガエルにならないように一生懸命頑

張っていると、私は常々そう認識しております

ので、その点は御安心いただきたいと思います。 

 その上で伺いますけども、健全で安定的な財

政運営を行うには、当市の人口規模や年齢構成、

面積規模、公共施設数、行政サービス内容等を

総合的に勘案した事業費の最適化と、無理無駄

のない事業運営が肝要と考えます。したがって、

歳入の増加に工夫と努力を惜しまないことと歳

出にかかわる事業選定に当たっては、真に必要

な事業なのかどうかを徹底検証し、節減に努め

なければならないと考えます。 

 当市では、これまで財政健全化に向けて、緊

急的優先課題の取り組みの一つとして、地域経

済の振興と雇用の確保ということを掲げて事業

に取り組んでまいりました。この結果は、今日

にどのような成果なり効果をもたらしたのか、

公表できるものがありましたらお示し願います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの３問目の質

問の中におきまして、地域経済の振興と雇用の

確保、これが第２次総合計画の中におきまして

も、共通優先課題として位置づけてきていると

ころであります。この３月議会でもって、平成

30年３月議会で可決された遠野市産業振興条例、

これにつきましては、地域の産業が地域社会の

発展に果たす役割の重要性に鑑み、産業振興及

び雇用拡大に関する施策を総合的に推進すると

いうそのような理念に基づきましての条例制定

でありました。産業振興、商工業向上、さらに

は、総合戦略発展対策事業を、それぞれ見直し、

ものづくり事業といっていたものにも拡充を図

ったということであります。 

 例えば、企業の設置設備投資や生産性向上に

向ける取り組みに対して、税制支援、税の減免

等を講じたり、法人資産の増加にこれがつなが

りました。この金融支援では、従来の利子補給

のほか、地方創生連携協定を締結する市内金融

機関と共同で賃貸住宅設備資金に融資を行い、

アパート等の着工につながった。また、チャレ

ンジする六次産業応援資金によりまして、地域

おこし協力隊による新規事業につながったと。

言うなればローカルベンチャーでありますね。 

 そのほかにも、国の地方創生特別交付金等を

活用しながら、起業者みずから地酒やどぶろく、

あるいは遠野牛、漬物、乳製品、お菓子などの

特産品をもって、初めて海外への販売にチャレ

ンジしたという、そのような取り組みもありま

した。 

 また、商工会との連携によりまして、ものづ

くり補助金の採択に係るような、そのような取

り組みも行ったところであります。 

 もう一方においては、そのような効果といた

しまして、市内企業が有する事業用資産、５年

間で10％以上増加し、390億円程度にまで達し

たというような、そのような中で、製造品の出

荷額、市民所得も向上しているということにつ

ながったということであります。 

 また、一方においては、市内のゴム製品製造

事業者の関連企業の立地が決まりまして、この

たび６月22日でありますけれども、立地協定を

締結することにつながっているところでありま

す。用地確保、あるいは新たな設備投資といっ

たようなものを非常に活発になってきておりま

して、６月になりましてから、市内の現地視察

の一環で製造業を中心に十四、五社ほど回りま

した。それぞれの生産現場に直接出向きまして、

いろいろ工場長さんやら社長さんからさまざま

な課題、あるいはニーズ、あるいは行政に対す

る要望等をしっかりと聞き取りを行い、そこで

働いている若い従業員の方々とも、短い時間で

ありましたけども意見交換をすることができま

した。 

 訪問先の企業のお話では、やはり雇用確保、

人手不足、働き方改革などへ向けての対応、そ

のようなものにつきまして、非常に、まさに避

けて通れないような課題、そのような要望も承

ってきたところであります。 
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 しかし、もう一方においては、設備投資に向

けて、積極的に前向きに取り組んでいる企業等

の話も聞くことができました。そのような一つ

のことを踏まえれば、まだまだこのような今の

成果が、それなりの手ごたえとして、あるいは

一つの動きとして活発になってきているんじゃ

ないのかなと思っておりますから、この動きを

とめないように、しっかりと受けとめるような、

そのような施策を、それこそ健全財政を維持し

ながら、そのような環境整備にも、さらに意を

用いてまいりたいと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  当市は、これまで

さまざまな事業に予算を投じてまいりました。

当然、その事業には、理由や目的があり、市民

サービスの向上や子育て支援、福祉の向上、地

域の安心安全などを考慮しながら事業の選択と

集中により優先順位を図りながら取り組んでこ

られたと認識しております。 

 特に、ハード面の整備工事には、膨大な予算

を投じてまいりました。私は、今この時点にお

いても、全ての事業は遠野市にとって必要不可

欠なものであったと認識し、評価をしていると

ころでもあります。ただ残念なのは、これだけ

大きな予算を投じたにもかかわらず、当初の目

的達成や有効な効果を生じていない事業がある

ということであります。このことは、結果とし

て、当市の健全財政や事業計画に大きなマイナ

ス面のインパクトを与えていると認識しており

ます。 

 一例を御紹介させていただきます。これまで

中心市街地活性化のために大規模な事業費を投

じてまいりました。それにもかかわらず、改善

の兆しは一向に見えてこないと認識しておりま

す。 

 具体的には、遠野市立博物館は昭和55年に

オープンし、その後、遠野昔話村がオープンし

た昭和61年当時は、両施設はまち中観光の中心

施設であり、集客施設になっていたようです。

また、平成４年には、遠野の民話を生かした世

界民話博が開催され、中心市街地の観光施設に

は18万5,000人もの入り込みがあったと承知し

ております。 

 しかし、その後、観光客の入り込みは年々減

少傾向が続き、平成19年度には８万9,000人ま

で落ち込んだため、その改善策として中心市街

地活性化策が打ち出されました。また、この施

策に合わせまして、平成25年度の観光客入り込

み数の目標数を10万人に掲げて取り組んできた

ところであります。 

 この中心市街地活性化プロジェクトの具体的

な事業内容は、これまでの約10年間で、観光交

流センターの整備やまちおこしセンター、博物

館、遠野昔話村、文化研究センター、市民セン

ター、本庁舎新築などや、その周辺施設の整備

事業であります。そして、この施設整備に要し

た総事業費は約100億円にも達していると承知

しております。果たして、この整備事業によっ

て、中心市街地への観光客の入り込み数はどの

ように変化してきたでしょうか。それは皆さん

も御承知のとおりであります。観光客はふえる

どころか、逆に減少傾向が続き、歯どめがかか

らない状態で、平成30年度末の実績値はわずか

４万7,000人にとどまっております。 

 また、歩行者や自転車、バイクの通行量も減

少し、商店街は閑散としております。残念であ

ります。そして、商店街のにぎわいや売り上げ

にも大きな影を落としていると認識しておりま

す。 

 以上の状況について、市長の御認識と、この

ような原因はどこにあるのかについて、御答弁

願います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの御質問を聞

いておりますと、マイナスであるとか、そのよ

うな中で効果が見えないと、そのような中にお

ける、非常に失礼な話かもしれませんけども、

短絡的な数値の中で物を見ているんではないの

かなというように私は思っております。まちづ

くりというのは、長いスパンの中で、しっかり
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とした足腰の強いまちづくりを行っていかなき

ゃならない。したがって、この観光客の減少と

いっても遠野だけの状況ではない。いろんな状

況の中で、みんなあの手この手の中で懸命に頑

張っている中で、遠野もその一つとして懸命に

頑張っているという部分の中で、この今申し上

げましたようなさまざまなプロジェクトが、し

っかりとこの地域に定着しながら、発信力を高

め、魅力のある一つの組織、あるいは機能を持

たせなければならないということが、今問われ

ているわけであります。座して待っているわけ

ではないわけであります。 

 したがって、ひとつの社会インフラ整備に伴

いまして、遠野市の状況が大きく変わりました。

情報化という中におきまして、スマホはじめネ

ット社会に入ってしまいました。いろんな部分

で、もう取り巻く環境が大きく変わったという

中で、それをしっかりと捉えながら、今話あり

ましたこのそれぞれ100億円近くも投じたじゃ

ないかと、結果が見えているんじゃないのかと

いう、そういう中での捉えるじゃなくして、こ

ういったこの事業の複合的な効果によって生み

出される、これまでの形成してきたこの資源を、

民間の力を、そしてさらには、さまざまな関係

者の力を結集しながら、そういった効果につな

げていかなきゃならない。 

 例えば、民間の力ということになれば、これ

も私は学んだことなわけでありますけども、伊

藤家が民間のテナントに入ったことによりまし

て、何とこの５万6,713人というひとつの回復

を見たという部分の中に、我々が学ばなきゃな

らない大きなヒントがあるんだということも踏

まえなければならない。マイナスだ、だめだ、

わかんない、そうすると、繰り返しになります

けども、関係者の皆さんがみんな元気なくすん

ですよ。それを私は恐れているんですよ。恐れ

ているんですよ。今それぞれのこのにぎわいが

実感できるような取り組みの中で、みんなで頑

張ろうというひとつの取り組みを今進めている

わけであります。 

 それが総合力ということにつながるわけでご

ざいますけども、にぎわいが実感できるような

取り組み、そして、そのためには関係者が文字

どおり一致団結をしなければならない。そうす

ることによって、今まで投資をしてきたさまざ

まな施設がよみがえってくるというよりも、光

を増してくるということに、よみがえるという

よりも光を増してくる。そのことによってお客

さんも来るんだ、観光客も来るんだ、関係人口

も、あるいは交流人口もという、そのような話

に持ち込むことができるという部分の中で、今

その大きな正念場に立っている。これまで投資

したことが、そのようにマイナスだとか、空洞

化だとかというところに一挙両断に切って捨て

るんじゃなくして、どうしたらば生かせるかと

いうことを、ひとつ考えて、一緒になって考え

ませんか。よろしくお願いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  ただいま私の質問

内容について、短絡的な考えじゃないかという

御指摘をいただきました。私は、数字の事実を

開示しながら質問しているんです。100億円も

今まで投じて、どうして改善されないんですか

と、その原因について伺っております。しかし、

肝心の答弁はありませんでした。再度伺います。

原因は何でしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  毎度、この議論の中で

思うわけでありますけども、数値でもって評価

できるプロジェクトばかりじゃないわけであり

ます。費用対効果ということも、もちろんしっ

かりと受けとめなきゃならない。これは何度も

話をしています。数字は現実でありますから。

それから何も逃れるつもりは全くないという中

で対応していかなきゃならないという部分の視

点を持ってもらわなきゃならない。まちづくり

は５年、10年のひとつのスパンの中で考えてい

く、ひとつのプロジェクトなわけでありますか

ら、それをしっかりと踏まえ、常に世の情勢を

うまくキャッチングするというような、そうい
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うような感性とセンスも、また一方においては

持たなければ、まちづくりができないという意

味におきまして、数字をもって、ただ物を評価

するんではないですよということを、今のよう

な先ほどの短絡的ではないでしょうかというよ

うな、ちょっと刺激的な言葉を使ったという分

については、そういう背景があるということを

御了解いただきたい。もう少し長い目で見て、

だったらどうしたらばいいかということを、お

互い知恵を出すと。それが今、遠野が求められ

ている、大きなひとつのパワーなわけでござい

ますので、そのような意味で申し上げたという

ことであります。 

 実績がさっぱり見えないんじゃないのかなと

いうお話でありました。実績がと言いましても、

それぞれの部分は、御指摘にあったようなひと

つの現実は、私はしっかりとそれを真正面から

受けとめて物を言っているわけでありますから、

仕方がないんだというつもりは毛頭ないわけで

あります。 

 だけども、その部分において、どうすればも

っと魅力がある、もっと集客力のある、あるい

は立ち寄ってもらえるものに、もっとそのよう

な中で力を出そうじゃないかという部分の中で、

観光推進協議会のような組織も立ち上がり、そ

してまた、観光協会のほうにも市の幹部職員を

出向させるというような手を打ったりしながら、

懸命に努力をしているという部分を、ひとつ評

価をして、あるいは評価というよりも、それも

また認めて、一緒になって、その活動にも参加

していただければということをお願いを申し上

げたいというふうに思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  甚だ残念でありま

す。ついに原因はどこにあるのか御答弁いただ

けませんでした。私の認識では──その前に、

やはりこういう事実関係は、市長はもっと謙虚

になって受けとめていただいて、真剣に原因を

探って、対応策を講じていただきたいと、こう

いうことだけはしっかりと申し上げておきます。 

 その上で、私の認識を申し上げますけども。

今まで、ハード事業に高額な予算を投じてきた

んですが、これを生かすためのソフト事業に適

切で有効な対応策を講じてこなかったんじゃな

いかなと、私は個人的に反省しているところで

あります。 

 参考までに紹介させていただきますが、過去

の事例で観光客の入り込みが多かったのは、先

ほども紹介したとおり、世界民話博が催された

年でした。そして、『遠野物語』百年記念事業

であり、さらには近隣自治体が開催した宮沢賢

治生誕百周年記念事業の影響、ＮＨＫ連続テレ

ビ小説「どんと晴れ」の効果、特に、ＪＲが遠

野駅舎２階に宿泊施設、「フォルクローロ」を

オープンした際には、首都圏でＪＲみずからが

大々的に遠野市をＰＲした、そのことによる効

果など、ソフトのイベントの効果は顕著であっ

たと私は承知しております。 

 そこで、中心市街地活性化に向けて、もう一

度原点に返って、これまでの成功事例やよその

取り組み事例、よそでは成功事例もたくさんあ

ります。これを参考にしながら、効果が期待さ

れる取り組みが必要と考えますが、市長の御所

見を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  今議会におきまして、

検証というキーワードがあるということを盛ん

に話しておりますけども、全くそのとおりでご

ざいまして、謙虚に受けとめながら、さまざま

な成功事例等も踏まえながら、ただ情勢が大き

く変わっているということは、もう既に十分御

承知の上だというふうに思っておりますので、

その辺も冷静に見ながら、繰り返しますけども、

手をこまねいているわけではない。いろんな中

に、ＪＲなどは、今大々的なキャンペーンを行

っているんです。それから、キリンビールをは

じめとするさまざまな大企業も、遠野にしっか

りと応援をするというような、そのようなアプ

ローチもあるわけでありますから、これをしっ

かり受けとめることによりまして、ただいまお
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話ありましたような、そのような成功事例のプ

ロジェクトをしっかりと形にまた新たな時代の

中における新しい仕組みと新しい魅力に持って

いけることができるんじゃないのかなと思って

おりますから、謙虚にという話がありましたけ

ども、私もその分はしっかりと受けとめながら

対応していきたいというふうに思っております

ので。 

 何度も申しますけども、だめだだめだという

ことばかりじゃなくして、もう少し一緒になっ

て頑張ろうという、そのようなひとつのエール

もいただければということを、ちょっと欲張り

かもしれませんけども、お願いを申し上げたい

というふうに思っているところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  どうも誤解されて

いるようでありますが、私はエールのつもりで、

もう少し、ハードだけじゃなくてソフト事業に

も力を入れるべきじゃないですかということを

申し上げたところであります。 

 同じような質問になってしまいますが、市長

は、いろんな用務で、全国出張の機会が多いよ

うですが、ということは見聞もそれだけ広いわ

けですので、その中から、遠野にふさわしい事

業が、二番煎じでも三番煎じでもよろしいかと

思いますが、ぜひこれらを取り入れて、観光客

の増加、そして地域経済の活性化に生かすべき

と考えますが、この件について伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  全国出張が多いという

話でありましたけども、本当に日程の合間を縫

って、土日などを利用しながらの出張というこ

とになっておりますので、しっかりとした対応

をしながらという部分におきましては、そのよ

うな、全国にいろんな遠野を発進するという役

目も持っているわけでございますので、そのよ

うな認識で毎日行動しているということを申し

上げて答弁とします。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  私の質問に御答弁

いただけなかったんですが、わかりました、そ

の件は聞き流します。 

 次の質問、引き続きまして、効果的な事業計

画の組み立てと足腰の強い財政体質とするため

の方策について伺います。 

 当市の事業プロジェクトの中には、その必要

性や予算措置、将来展望について十分な検証が

なされないまま着手したと思われる事業や、途

中で中断したことによる予算の無駄遣いと思わ

れる事案はあると私は認識しております。 

 最近の具体例について、数ある中から４件の

みに絞って御紹介をさせていただきます。 

 まず１点目であります。「風の丘」の機能充

実整備事業として10億円を投じようとした案件

であります。以前に一般質問でも大分市長と議

論させていただきました。その事業内容は、仮

称防災館の新築、仮称産業振興拠点施設の新築、

既存建物の改修、取り付け道路の付け替え、駐

車場の拡張整備といった計画内容でしたが、予

算措置の不都合から全面見直しということにな

ってしまいました。この対応に要した費用や対

応時間の損失が課題と認識します。 

 ２つ目は、これも一般質問で大分議論させて

いただきました。中学校再編後における学校施

設の活用策について、当初示された案が不明確

になりつつあるものの、新たな方針がいまだ示

されておりません。これまで投じられた外部コ

ンサル料や対応時間の損失、該当地域の失望感

などが大きな課題と認識します。 

 ３つ目、馬事振興ビジョンについてです。課

題が山積する馬事振興の改善に向けた馬事振興

ビジョンであるわけですが、第１次、第２次馬

事振興ビジョン終了後、１年間の空白期間が生

じてしまいました。やっとことし２月になって

馬事振興計画が示されました。遠野の馬事文化

を本当に大切にして貴重な地域資源として生か

すという思いがあるのであれば、もっと危機感

と本気度を持って善後策を講じる必要があった

と認識します。 
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 また、このような事業には、当然、連続性と

持続性を持たさなければ、その成果は半減しま

すし、当事者のモチベーションも低下するとい

うものであります。 

 最後４点目、木質バイオマスの実証実験結果

の報告が、２年以上もおくれてやっと示されま

した。この実証実験は３年間にわたる事業で、

６億円の事業費が投じられましたが、実験の目

的であった市内の林業振興や木工団地の収益改

善と事業量拡大に生かされているでしょうか。

さらに地域経済の活性化に生かされているのか

どうかも疑問であります。 

 以上、このような事例は、当市の健全財政の

維持継続と地域経済活性化の足かせになると私

は認識します。今回、何度も出てきた言葉です

が、しっかりとした検証と抜本的な改善策が必

要であると認識しますが、市長の御所見を伺い

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  本日の会議は、議事の

都合により、あらかじめこれを延長します。 

 本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま４つの事業を

挙げながら、緊張感がないまま、そのまま放っ

たらかししておいているんじゃないかと言わん

ばかりの御指摘でありました。緊張感があって、

前に進むことができるのか、できないのかとい

うことを真摯に受けとめているからこそ、「風

の丘」のプロジェクトももう少ししっかりと見

直そうという、そのようなところに持ち込んだ

わけであります。 

 木質バイオのほうも、報告書を放ったらかし

たんじゃない。しっかり検証しながら次のプロ

ジェクトにつなげようというところに持ち込ん

だという、そのような中で、それぞれがいうと

ころの立ちどまる勇気も持たなければならない。

その中で、繰り返しになりますけども、健全財

政といったものをしっかり維持しなければ、打

ち出したから前に進もうといっても、今度は財

政事情等とのバランスもとらなきゃならない。 

 したがいまして、何度も申しますけども、そ

れを話をした、それを打ち出した、何もしてい

ないんじゃなくして、だからこそ立ちどまる勇

気がそこにあったということも、ひとつ認めて

いただければというふうに思っておりまして、

それを踏まえながら、この馬事振興ビジョンな

ども、きのうも小林立栄議員のほうから、馬文

化というものをうまく使いながらという、その

ような提案もいただきました。 

 そのようなことを踏まえながら、やっぱりそ

れぞれの、今４つ挙げられたプロジェクトにつ

きましても、これをしっかり見直しをしながら、

新たなひとつの価値観と、また新たなひとつの

制度を導入しながら、それをもっともっと効率

よく、そして魅力のあるようなプロジェクトに

持ち込むという部分において、いろいろ考えて

いるというところのひとつの背景も御理解をい

ただければということを申し上げて、答弁とし

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  時間の関係ありま

すので、一点一点質問するつもりはありません

けども、いずれ、事業の途中での変更、あるい

は中断というのは、かなり財政的にもマイナス

の方向に左右するわけですので、この辺は重々

注意の上、事業運営をしていただきたいという

ことを申し上げまして、次の質問、大項目２点

目の質問に入らせていただきます。 

 遠野東工業団地の整備状況について伺います。

この整備場所は、青笹町中沢地区と、上郷町板

沢地区にまたがる通称鳥居長根と呼ばれるエリ

ア内に位置し、現在、当工業団地には空気圧機

器の総合メーカーであるＳＭＣが立地し、操業

中であります。今回の整備計画は、この工業団

地の東側と西側の隣地に総面積30.4ヘクタール

を拡張整備するものであります。事業期間は、

平成28年度から令和２年度までの５年間であり、

概算事業費は28.3億円という大規模な整備計画

になっております。 

 また、事業の背景と目的は、東北横断道釜石

線の全線開通によるストック効果によって、本
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市への企業進出の意欲が高まっているというこ

とでした。さらに、遠野東工業団地周辺を工業

団地エリアと位置づけていることから、ものづ

くり産業振興拠点として拡張整備を行い、企業

進出に備えるとともに雇用確保につなげるとい

うものでありました。このことは、若者の雇用

機会の確保により、定住人口の増加や少子化対

策、税収の増加、経済と地域の活性化など大き

な波及効果が期待されます。ぜひこの大型プロ

ジェクトの順調な遂行と企業誘致を成功させて

いただきたいものであります。 

 そこで伺います。このプロジェクト期間が残

すところ２年を切ってしまいましたが、この工

事は、当初計画どおり順調に進捗しているかど

うか、現状について伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  遠野東工業団地の戦略

的な位置づけにつきましては、まさに今御質問

の中にあったとおりであります。工事も順調に、

地権者の皆様の大変な理解もいただき、県の全

面的な協力もいただき、順調に推移をしており

まして、先般も現場をしっかりと全部つぶさに

視察をしてまいりました。また、４月の23日に

は、それぞれの東工業団地の交渉相手である企

業等も訪問しながら、報告もしながら、この部

分について、しっかりとした中における信頼関

係のもとに基づいて、世界戦略に基づくものづ

くり拠点を遠野にという、そのようなひとつの

活動を行っているところでございますので、よ

ろしく御理解をいただければと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  今の件は、よくよ

く承知しました。 

 次の質問の、１年前の一般質問でも企業誘致

対応の感触について伺いましたが、改めて質問

させていただきます。前回、市長からいただい

た御答弁内容は、誘致対応についてかなりいい

感触を得ているので、余り遠くならない時期に

立地協定書の締結ができそうだと、今後も誠意

ある対応をしてまいりたいという内容のもので

した。 

 最近、この企業立地について、市民の一部の

方に期待と不安を抱いている方もおありのよう

ですので、当初の予定どおり順調に進んでいる

のかどうかについて、差し支えのない範囲内で

御答弁いただければと思います。お願いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま、前のこのプ

ロジェクトに対する私の答弁の中でかなりいい

感触を得ているという、そのような答弁があっ

たということでございますけども、そのとおり

であります。そのような中の信頼関係の中にお

きまして、しっかりと報告をし、そしてまた状

況等についてもしっかりと進行管理をしながら、

そのような、この大きな大型プロジェクトを何

とか一つの実現をさせながら、人口定住に歯ど

めをかける、その相手企業のほうからは、子育

てを、その環境はどうなんだろうと。従業員の

高齢化するその両親等の介護の問題はどのよう

に考えているだろうか。保育所の問題は、どう

なっているか。それから住宅の問題はどのよう

になっているのかというふうな、そのような質

問もいろいろ寄せられておりますので、文字ど

おりそのような周辺環境等は、これは遠野全体

の中で、そして釜石、あるいは大槌といった沿

岸部も視野に入れながら、そのような環境整備

も、まさに縦糸、横糸でしっかりと構築してい

かなきゃならない、そのためには、やはり県の

力も借りなきゃならないんじゃないのかなとい

うふうに思っておりますので、県との連携もし

っかり図りながら、このプロジェクトには向き

合っているということで答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  この件は、企業側

の御都合とか、内密にしておくべき事項、ある

いは相互の信頼関係にもかかわってくるでしょ

うから、これ以上は触れませんが、早目の吉報

をお待ちしております。 
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 次に、最近、労働力不足と人手不足というこ

とがあちこちで叫ばれております。特に遠野市

は、働き盛り世代の人口減少に加えて、労働待

遇のいい都市部や近隣他市への人口流出が進み、

人手不足はさらに深刻化しているように感じら

れます。 

 遠野市内の企業からの求人数は、平成26年度

以降、年々増加傾向が続いている反面、求職者

数は減少傾向が続いております。結果として、

平成30年度の有効求人倍率は、1.68倍まで急上

昇しているのが遠野市の現状であります。 

 また、市内の企業からの高卒者の求人数も

年々増加傾向にあるようですが、平成30年度は

125人の求人数に対して、就職者はわずか26人

にとどまっております。特に、深刻なのは、市

内の高校２校の全体就職者数67人のうち、21人

が県内の近隣の市へ就職し、20人が県外就職、

そして４人が公務員ということで、大半は市外

に出ていってしまっております。 

 そこで伺います。市内の企業から求人に対す

る充足率がこのように低い現状について、何が

原因になっていると市長はお考えなのか、御見

解伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま、有効求人倍

率などを挙げながら、この新規就労者の数字が

述べられました。26人にとどまったというのも

そのとおりでありまして、私もこの数字は把握

しております。例年、横ばい状態で40人程度が

市内企業に就職をしていったという部分は、こ

の春に限って26人にとどまったという１つの現

実があるわけでありますから、これまた、まさ

に現実としてしっかり受けとめなければならな

い。一つ要因として、幾つか挙げられると思い

ますけれども、企業の知名度の問題、例えば北

上では東芝メモリーであるとかデンソーである

とかといったような世界的な企業の中で大きく

求人というひとつの動きが出てきた。 

 あるいは、どうしても都会での生活への憧れ

ということも、どうしてもあるという部分もそ

の背景にはある。それから労働条件といったよ

うなものについても、やはり都市と地方におい

ては格差があるという部分、それからやはり親

の意向などもあるということもひとつ聞いてお

りますけども、そのようないろんな要因が考え

られると。 

 したがって、それをただ、まさに仕方がない

んじゃなくして、こういう要因の中で、市とい

たしましては、就職支援関係のさまざまな情報

交換を密接にしながら、高校、ハローワーク、

商工会、そういったあたりとしっかり連携をと

りながら、市内企業のことについてもっと知っ

てもらうという部分の働きかけがもっともっと

強めなければならないんじゃないのかなという

ように認識しているところでございますので、

御了承いただければと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  先ほどの市長の御

答弁の中に、企業は遠野に立地するに当たりま

して、住宅環境、子育て環境、その辺は万全で

すかと、ぜひやってくださいという要望があり

ましたというお話であります。子育て支援住宅

の取り組みについて伺います。この件につきま

しては、以前にも何度か一般質問を行ってまい

りましたが、改めて質問させていただきます。 

 この子育て支援住宅につきましては、市長は

これまで御自身の十の約束の中の一つの公約と

して、市民に示してこられました。また、ま

ち・ひと・しごと総合戦略の中にも明確に位置

づけてこられました。特に、私の住んでいる上

郷町と宮守町は当初の予想以上に人口減少と少

子化が進んできており、住宅団地の整備を進め

なければならないという御答弁もいただいてお

ります。 

 そんな中、ことし４月に、市民と議会との懇

談会が各町単位で開催されたわけですが、宮守

町の会場では、地元民から子育て支援住宅予定

地に保育園の設置が計画されているようだが、

どうなっているんだという趣旨の御質問を受け

ております。 
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 このように間違った情報で、地域住民が右往

左往するようでは、これから進めようとする小

さな拠点による地域づくりにも悪影響を及ぼし

かねませんので、子育て支援住宅の整備方針に

ついて、これまでの取り組み状況と今後の計画

について伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  子育て支援住宅につき

ましては、ただいま御質問あったとおり、その

ような構想を持ったということでありますけど

も、この平成30年度の市営住宅の管理及び整備

に関するひとつの計画、遠野市営住宅等長寿命

化計画の見直しを行ったということであります。 

 この見直しというのは、何も計画をそのまま

否定するんではない。やはりどのような中で、

ひとつの限られた財源をあれしながら、時代の

流れと、それから市がいうところの市営住宅の

その需要を捉えながら、将来の人口、世帯数の

ひとつの推移などもしっかり把握しながら、目

標管理戸数を策定しながら、既存住宅の更新計

画をあわせながら、計画を検討しなければなら

ないという、そのようなひとつのことになった

ということで、決して放っておくわけじゃなく

して、そのような見直しの中で、子育て支援住

宅といったものをどのように位置づけしながら、

それをどう具体化していくかということにつき

まして、いろいろ検討を行っているという部分

の中で、御理解をいただければというふうに思

っております。 

 さまざまな郊外に立地している老朽化した市

営住宅、こういったようなものも再編集約しな

ければなりません。そしてまた、高齢化する中

におきましては、医療機関や商業施設に歩いて

いけるような利便性も考えて、高齢者や子育て

世帯の方々のそのような居住空間も確保しなけ

ればならない、そのようなありとあらゆる角度

から検討をしなければならない課題が、そこに

あるんだという中で、５年前のこの状況とは大

きく変わってきているところでございますので、

もう一度、この計画を見直ししながらという部

分の中で、決してやめたわけじゃない、どのよ

うな方向でということになったときに、そのよ

うな部分をどのように具体化しながら、財源を

どのように見出しながら、そこに踏み込むのか

ということについて、いろいろいろんな角度か

ら検討しているところではあるんだということ、

その宮守のほうについては保育園という話もあ

ったということでありますけども、その辺の話

がどこかでの立ち話のようなものがひとり歩き

しているんじゃないのかなと思っておりますか

ら、十分、きちんとした緊張感を持って、その

ような情報のしっかりとした提供と説明責任は、

文字どおり緊張感を持ってやっていかなければ

ならないかというように考えているところであ

ります。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  この件は、ただい

ま市長のほうからも御答弁ありましたけども、

当市の財政事情と立地企業側の要望を考慮しな

がら、慎重に進めなければならないと私も十分

承知しているところであります。 

 しかし、先ほども話したとおり、やっぱり産

業振興と雇用創出、さらには少子化対策を実現

するには、この子育て支援住宅の整備に本腰を

入れて取り組まなければなりませんし、市長か

らもお話があった企業サイドのほうも、やっぱ

りこの辺、気にされているみたいですので、企

業立地の成功も期待できないと思います。この

辺、充実に向けて、しっかりしていただかない

と。ぜひ企業立地や地元関係者の意向を確認し

ながら、前向きに取り組んでいただきたいと思

いますが、再度前向きな御答弁をいただければ

と思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいまの質問に、尽

きるというように思っております。そのような

状況をしっかり踏まえながら、前向きにこのプ

ロジェクトにも真摯に向き合ってまいりたいと

いうように考えております。 
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○議長（浅沼幸雄君）  これにて一般質問を終

了いたします。 

────────────────── 

   休会の議決   

○議長（浅沼幸雄君）  お諮りいたします。６

月19日及び20日の２日間は、委員会審査のため

休会いたしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認めます。

よって、６月19日及び20日の２日間は休会する

ことに決しました。 

────────────────── 

   散  会   

○議長（浅沼幸雄君）  以上で、本日の日程は

全部終了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。御苦労さま

でした。 

   午後４時13分 散会   


